
かのや未来創造プログラム－平和の花束 2024 －

令和６年発行

発行： 平和の花束実行委員会
〒 893 -8501   鹿児島県鹿屋市共栄町 20 －１
TEL 0994 -31 -1137　  FAX 0994 -41 -2935

か
の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
和
の
花
束

　

 
２
０
２
４

多
く
の
若
者
が
特
別
攻
撃
隊
と
し
て

飛
び
立
っ
て
い
っ
た
こ
の
鹿
屋
の
地
か
ら

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に

平
和
の
花
束
実
行
委
員
会





　
　
　

目　

次

○
あ
い
さ
つ

鹿
屋
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　

中
野　

健
作
……
…
…
…
…
…
…
…
２

○
平
和
の
花
束
２
０
２
４
開
催
内
容
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

○
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
優
秀
作
品

・
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
特
別
賞
受
賞
者
一
覧
……
…
…
…
…
…
…
…
…
６

・
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

・
中
学
生
の
部
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

・
高
校
生
の
部
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

・
英
語
部
門
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

○
応
募
作
品
数
・
応
募
校
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

○
講
評 

・
日
本
語
部
門
審
査
委
員
長　

上
谷　

順
三
郎
……
…
…
…
…
…
…
…
…
26

・
英
語
部
門
審
査
委
員
長　
　

山
内　

誠
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

○
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
朗
読
録
音
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
28

○
「
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
」

・
鹿
屋
市
か
ら
飛
び
立
っ
た
特
別
攻
撃
隊
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

・
鹿
屋
市
の
学
校
で
の
平
和
学
習
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
33

○
鹿
屋
市
の
戦
跡
マ
ッ
プ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

○
空
が
つ
な
ぐ
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
38

平
和
の
花
束
２
０
２
４

－ 1 －



　
　

平
和
へ
の
思
い
を
繋
い
で

鹿
屋
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　
　

中　

野　

健　

作

　

太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
日
本
で
最
も
多
く
の
若
者
が
特
攻
隊
員
と
し
て
飛
び
立
っ
た
こ
の
鹿
屋
の
地
か
ら
、
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
「
か
の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム　

平
和
の
花
束
」
は
、今
年
で
第
十
一
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
七
十
九
年
目
と
な
っ
た
こ
の
夏
、
約
三
百
五
十
人
の
参
加
者
の
皆
様
と
「
平
和
の
花
束
２
０
２
４
」
セ
レ
モ
ニ
ー

を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し
て
鹿
屋
高
等
学
校
二
年
山
口
真
由
子
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
演
奏
、
第
一
部
で
は
各
部
門
最
優
秀
作
品
・
優
秀
作
品
の
授
賞
式
及
び
最
優
秀
作
品
等
の
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
部
で
は
絵
本
作
家
の
浜
田
桂
子
先
生
を
お
招
き
し
、「
へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
～
絵
本
で
語
り
合
う
命
と

平
和
～
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
寄
せ
ら
れ
た
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
九
州
管
内
及
び
兵
庫
県
、
そ
し
て
台
湾
か
ら
七
、六
五
一
点
の
作
品

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
児
童
生
徒
が
戦
争
遺
跡
や
戦
争
体
験
談
な
ど
に
触
れ
た
体
験
を
基
に
、

平
和
や
命
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
、
平
和
な
未
来
を
創
る
た
め
に
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
な
ど

に
つ
い
て
自
ら
の
言
葉
で
思
い
や
願
い
が
綴
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
真
剣
な
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
か
ら
英
語
部
門
に
台
湾
の
部
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
も
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
台
湾
部
門
最
優
秀
者
の
セ
レ
モ
ニ
ー
招
待
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
年
度
、
計
画
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鹿
屋
の
地
で
始
め
た
私
た
ち
の
取
組
が
海
を
越
え
て

台
湾
へ
も
広
が
り
、
同
じ
思
い
で
繋
が
っ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
も
こ
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
戦
争
の
遺
跡
や
体
験
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
平
和
へ
の
思
い
を
若
い
世
代
に
繋
い
で
い
く
と

共
に
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
こ
鹿
屋
の
地
か
ら
日
本
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ
発
信
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、「
平
和
の
花
束
」
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
や
記
念
誌
の
発
刊
、

及
び
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
の
収
録
バ
ス
ツ
ア
ー
や
朗
読
放
送
に
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
企
業
を
は

じ
め
、
す
べ
て
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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時
：
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和
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月
3030
日
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場
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テ
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か
の
や
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階

日
（
火
）　　
会
場
：
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３
階

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
第
１
部　
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○ 

ピ
ア
ノ
演
奏

　
　

鹿
屋
市
立
鹿
屋
高
等
学
校　

二
年

　
　
　
　
　

山
口　

真
由
子
さ
ん

　
　
「
シ
ョ
パ
ン
作
曲　

バ
ラ
ー
ド
第
３
番
」

○
主
催
者
あ
い
さ
つ

　
　

鹿
屋
市
教
育
委
員
会　

教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野　

健
作

■
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
　
　
授
賞
式
・
朗
読
・
講
評

　
○ 

授
賞
式

　
　

 

・
最
優
秀
賞

　
　

 

・
優
秀
賞

　
　

 

・
特
別
賞

　
　
　
「
空
が
つ
な
ぐ
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
賞
」

　
○ 「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
朗
読
【
最
優
秀
賞
受
賞
者
】

　
　

 

・
小
学
校
五・六
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

　
　
　
　

鹿
屋
市
立
西
俣
小
学
校
六
年　

永
田　

眞
子 

さ
ん

　
　
　
　
　
「
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
始
ま
る
平
和
」

　
　

 

・
中
学
生
の
部　

最
優
秀
賞

　
　
　
　

鹿
屋
市
立
第
一
鹿
屋
中
学
校
一
年　

尾
迫　

春
斗　

さ
ん

　
　
　
　
　
「
僕
だ
か
ら
こ
そ
」

　
　

 
・
高
校
生
の
部　

最
優
秀
賞

　
　
　
　

兵
庫
県
立
北
条
高
等
学
校
二
年　

堀
口　

璃
乃　
さ
ん

　
　
　
　
　
「
今
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
※
欠
席
の
た
め
朗
読
な
し

ピアノ演奏主催者あいさつ

授賞式
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・
英
語
部
門　

最
優
秀
賞

　
　
　
　

鹿
屋
市
立
串
良
中
学
校
三
年  

市
來　

寧
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
「W

e just don't know
 but

…
」

　
　
　
　
　
※　

朗
読
ビ
デ
オ
放
映

　
　

 

・
英
語
部
門
（
台
湾
の
部
）　

最
優
秀
賞

　
　
　
　

Chung-Dau Bilingual Elem
entary School　

Jam
es W

u

さ
ん

　
　
　
　
　
「Striving for Peace in a World of Magic and Muggles

」

　
　

 

・
特
別
賞

　
　
　
「
空
が
つ
な
ぐ
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
賞
」

　
　
　
　
大
分
県
宇
佐
市
立
四
日
市
北
小
学
校
六
年　

吉
用　

栞　

さ
ん

　
　
　
　
　
「
平
和
へ
の
想
い
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
」

　
　

 

・
特
別
賞

　
　
　
「
空
が
つ
な
ぐ
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
賞
」

　
　
　
　

兵
庫
県
立
北
条
高
等
学
校
二
年　

西
岡　

歩
花　

さ
ん

　
　
　
　
　
「
語
り
継
ぐ
平
和
」

　
○ 

講
　
評

　
　
　
　

上
谷　

順
三
郎　

先
生

　
　
　
　
（
鹿
児
島
大
学
教
授
）

　

絵
本
『
へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
』
は
、
日

本
の
絵
本
作
家
が
、
中
国
・
韓
国
の
絵
本
作
家
に

呼
び
か
け
立
ち
上
げ
た
「
日
・
中
・
韓
平
和
絵
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
こ
の

絵
本
が
で
き
る
ま
で
の
過
程
や
絵
本
が
出
版
さ
れ

て
か
ら
国
内
外
の
子
ど
も
た
ち
と
語
り
合
っ
た
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
絵
本
作
家
の
浜
田
桂
子
氏
が

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
浜
田
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
基
に
、
産
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
こ
と
や
、
平
和
で
あ
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
、
穏
や
か
に
語
り
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
に
す
る
た
め
に
は
、
小
さ
な
異
変
に

気
付
く
感
覚
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
に
世
界
中
の
多
く
の
人

た
ち
と
平
和
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
語
り
合
う
必

要
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
は
、
浜
田
先
生
の
デ
ビ
ュ
ー

作
で
あ
る
『
あ
や
ち
ゃ
ん
の
う
ま
れ
た
ひ
』、
講

演
会
の
演
題
に
な
っ
た
『
へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ

と
？
』
の
二
作
品
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
絵
本

を
通
し
て
改
め
て
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講評

■
講
演

　
　

演
題 

「
へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
絵
本
で
語
り
合
う
命
と
平
和
～
」

　
　

講
師
：
絵
本
作
家 　
　

浜
田　

桂
子　

氏

　
第
２
部　
平
和
を
考
え
る
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平
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の
メ
ッ
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優
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作
品



■ 「最優秀賞」及び「優秀賞」受賞者（日本語部門）
賞 学校名 学年  氏 名（敬称略） 題

小
学
校
五・六
年
生
の
部

最優秀賞 鹿 屋 市 立
西 俣 小 学 校 ６年 永田　眞子 ランドセルから始まる平和

優秀賞 鹿 屋 市 立
寿 北 小 学 校 ６年 小牟田　昊 平和について～世界中のみんなに～

優秀賞 鹿 児 島 市 立
原 良 小 学 校 ６年 押川　ひかり 多様性を認め合う社会に

優秀賞 鹿 児 島 市 立
大 明 丘 小 学 校 ６年 山口　航汰 ぼくにとっての平和

中
学
生
の
部

最優秀賞 鹿 屋 市 立
第 一 鹿 屋 中 学 校 １年 尾迫　春斗 僕だからこそ

優秀賞 鹿 児 島 市 立
東 谷 山 中 学 校 ２年 万田　美結 幸せを写す

優秀賞 鹿 屋 市 立
第 一 鹿 屋 中 学 校 ２年 河野　心美 「幸せ」のバトンパス

優秀賞 鹿 屋 市 立
輝 北 中 学 校 ２年 川畑　優羽 大切な一音

高
校
生
の
部

最優秀賞 兵 庫 県 立
北 条 高 等 学 校 ２年 堀口　璃乃 今自分たちにできること

優秀賞 鹿 屋 市 立
鹿屋女子高等学校 ３年 山﨑　梨沙子 言葉の重みを考える

優秀賞 鹿 屋 市 立
鹿屋女子高等学校 ３年 瀧川　心遥 鹿屋に生まれて

優秀賞 鹿 児 島 県 立
与 論 高 等 学 校 ２年 池田　こころ 笑い逢うために

■ 「最優秀賞」及び「優秀賞」受賞者（英語部門）
賞 学校名 学年 氏　名 題

最優秀賞 鹿 屋 市 立 串 良 中 学 校 ３年 市來　寧子 We just don't know, but…

優秀賞 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 ３年 野﨑　ひかり Small Hapiness

優秀賞 鹿 屋 市 立 上 小 原 中 学 校 ２年 池内　美貴 Echoe's of Peace,
from Kanoya City

最優秀賞
（台湾の部）

Chung Dau Elementary 
School ５年 James Yu-Chen Wu Striving for Peace in a World 

of Magic and Muggles
優秀賞

（台湾の部）
Chung Dau Elementary 
School ５年 Dora Lin A Harmonius Vision

優秀賞
（台湾の部）

Y i l a n  J h o n g  S i n g 
Elementary School ４年 Liu Shing The Ideal World in My 

Mind

■ 特別賞「空がつなぐまち・ひとづくり推進協議会賞」受賞者
学校名 学年  氏 名 題

大分県宇佐市立四日市北小学校 ６年 吉用　栞 平和への思いをつないでいきたい

兵 庫 県 立 北 条 高 等 学 校 ２年 西岡　歩花 語り継ぐ平和
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ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
始
ま
る
平
和

鹿
屋
市
立
西
俣
小
学
校　

六
年　

永　

田　

眞　

子

　

私
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
赤
色
だ
。
で
も
、
本
当
は
水
色
が
よ
か
っ
た
。

そ
ん
な
私
の
思
い
も
む
な
し
く
「
あ
き
な
い
か
ら
。」
と
い
う
お
母
さ
ん

の
一
言
で
赤
色
に
決
ま
っ
た
。
少
し
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト

し
た
赤
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
六
年
目
の
相
ぼ
う
と

な
っ
た
。
毎
日
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
運
ん
で
く
れ

て
い
る
。
暑
い
日
も
、
寒
い
日
も
共
に
小
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
。

そ
ん
な
小
学
校
生
活
も
残
り
十
ヶ
月
と
な
っ
た
。
残
り
の
十
ヶ
月
間
、
こ

の
相
ぼ
う
の
赤
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
大
切
に
使
お
う
と
思
う
。

　

あ
る
日
、
本
を
読
ん
で
い
る
と
外
国
の
子
ど
も
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
て
い
る
写
真
が
目
に
入
っ
た
。
私
た
ち
日
本
人
が
当
た
り
前
に
使
っ

て
い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
が
、
日
本
以
外
の
国
で
も
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
そ

の
と
き
に
初
め
て
知
っ
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
が
活
躍
し
て
い
る
国
の
名
前

は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。
な
ぜ
日
本
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
、
日
本
か
ら
遠
く
離

れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
日

本
か
ら
使
わ
な
く
な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
寄
付
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

送
っ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
送
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
戦
争

が
あ
る
ら
し
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
興
味
を
も
っ
た
私
は
、
い
ろ
い
ろ

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
様
々
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
は
長
ら
く
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
貧
困
家
庭
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
生
ま
れ
て
か
ら
五
才
に
な
る
前
に
空
腹
や
病
気
で
亡

く
な
る
子
ど
も
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が
当
た
り
前
に
大
人
に
な
る
の
が

難
し
い
国
だ
。
ま
た
、
だ
れ
も
が
学
校
へ
通
う
た
め
の
か
ば
ん
や
文
具
を

そ
ろ
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
学
校
も
整
備
さ
れ
た
学
校
と

は
限
ら
な
い
。
つ
く
え
も
い
す
も
な
く
、
地
面
に
座
っ
て
学
習
す
る
学
校

が
多
く
あ
る
。
さ
ら
に
、
貧
し
い
家
庭
で
は
、
兄
弟
全
員
が
学
校
に
通
え

る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

　

私
は
た
ま
に
学
校
が
め
ん
ど
う
く
さ
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
楽
し
そ

う
に
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
は
つ
く
え
代
わ
り
に
も

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
を
送
る
こ
と
で
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
将
来
の
可
能
性
が

広
が
り
、
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
と
私
は
考
え
る
。
多
く
の
命
を
救
う
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
も
考
え
る
。
日
本
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
未
来
の
平
和
の

始
ま
り
と
な
る
ラ
ン
ド
セ
ル
に
な
る
の
だ
。

　

私
は
、
家
族
と
ラ
ン
ド
セ
ル
の
七
年
目
か
ら
の
こ
と
を
話
し
合
う
。
海

外
に
寄
付
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
ど
う
せ

な
ら
人
の
役
に
立
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　

私
は
、
明
日
も
明
後
日
も
こ
の
赤
の
ラ
ン
ド
セ
ル
で
学
校
に
行
く
。
七

年
目
か
ら
使
う
だ
れ
か
の
た
め
に
も
、
私
の
相
ぼ
う
の
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
使
い
た
い
。

小
学
校
五
・
六
年
生
の
部
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優
秀
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平
和
に
つ
い
て
～
世
界
中
の
み
ん
な
に
～

鹿
屋
市
立
寿
北
小
学
校　

六
年　

小 

牟 

田　
　

昊

　

み
な
さ
ん
、「
ぼ
く
、
私
は
、
幸
せ
だ
な
。」
と
、
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。
私
は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
好
き
な
こ

と
を
し
て
い
る
と
き
や
、
ゆ
っ
く
り
ね
む
れ
る
と
き
に
、
私
は
幸
せ
だ
な

あ
、
と
感
じ
ま
す
。
で
も
、
最
近
、
他
国
で
は
、
戦
争
な
ど
が
起
こ
っ
て

い
て
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
な
い
人
々
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
人

た
ち
に
、
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。
私
は
、
三
つ

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、
人
に
優
し
く
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
が
優
し
く
し
て
も
ら

え
る
と
、
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
戦
争
な
ど
で
心
や
体
が
疲
れ
て

い
る
人
々
を
い
や
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
始
め
は
心
を
開
い
て

く
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
か
れ
き
っ
た
心
と
体
は
、
こ
れ
以
上
つ

か
れ
な
い
よ
う
に
、
周
り
の
こ
と
を
こ
ば
む
か
ら
で
す
。
で
も
、
私
は
、

続
け
て
い
け
ば
、
少
し
ず
つ
で
も
い
や
し
て
い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、
笑
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
い
つ
も
辛
い
思
い
を
し
て
い

る
人
々
に
、
一
し
ゅ
ん
で
も
、
一
秒
で
も
辛
い
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
る
よ
う

な
時
間
を
作
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
は
、相
手
が
笑
っ
て
く
れ
る
な
ら
、

変
顔
で
も
、
一
発
芸
で
も
、
な
ん
で
も
し
た
い
で
す
。
笑
っ
て
く
れ
る
ま

で
、
何
万
回
で
も
何
億
回
で
も
し
た
い
で
す
。

「『
辛
い
』
に
一
本
線
を
足
し
た
ら
、『
幸
せ
』
に
な
る
。」

こ
の
言
葉
の
通
り
、
辛
い
心
に
笑
い
の
一
本
線
を
私
た
ち
が
足
し
て
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

三
つ
め
は
、
健
康
で
安
全
な
く
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
以
前
、

ニ
ュ
ー
ス
で
、

「
空
し
ゅ
う
な
ど
で
街
が
こ
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
健
康
に
も
被
害

が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
不
衛
生
な
環
境
で
、
食
べ
る
も
の
が
な
く
、
栄

養
失
調
の
人
々
が
急
増
し
、
き
が
に
苦
し
む
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
、
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、
辛
い
思
い
を
す
る
人
を
一
人
で
も
少
な
く
し

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
の
私
に
は
、
願
う
こ
と
や
、
募
金

を
す
る
こ
と
く
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、

し
ょ
う
来
の
夢
を
つ
か
み
取
り
、
た
く
さ
ん
の
人
々
を
助
け
よ
う
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
し
ょ
う
来
、
薬
ざ
い
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
を
見
て
、
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
が
、
今

は
、
医
り
ょ
う
現
場
の
方
々
と
協
力
し
て
、
苦
し
む
人
々
を
助
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
一
人
の
力
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

す
が
、
一
人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
小
さ
い

力
を
出
し
合
え
ば
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
、
平
和
が
実
現
さ
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
私
が
薬
ざ
い
師
に
な
っ
た
ら
、
医
師
や
た
く
さ
ん
の
人
々
と

協
力
し
、
国
境
を
越
え
て
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
人
を
救
い
た
い
で
す
。

薬
ざ
い
師
に
な
る
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
す
が
、
強
い
気
持
ち
を
も
っ

て
、
夢
に
向
か
っ
て
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
世
界
中
の
み
ん
な

が
幸
せ
で
、
健
康
で
安
全
な
く
ら
し
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
に

鹿
児
島
市
立
原
良
小
学
校　

六
年　

押　

川　

ひ
か
り

「
魂
（
た
ま
）
か
へ
り
、
魂
か
へ
り
つ
つ
、
み
く
に
ま
も
ら
む
」

　

私
の
住
ん
で
い
る
鹿
児
島
市
永
吉
に
は
戦
没
者
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
戦

争
で
亡
く
な
っ
た
七
万
三
千
六
百
三
名
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
春
に
は

桜
、
秋
に
は
彼
岸
花
が
咲
き
、
季
節
の
訪
れ
を
感
じ
る
私
の
散
歩
コ
ー
ス

で
す
。
ぼ
う
頭
の
句
は
、
何
度
も
何
度
も
生
き
返
っ
て
国
を
守
り
た
い
、

愛
す
る
人
を
想
い
、
愛
す
る
国
を
想
い
散
っ
た
当
時
の
軍
人
た
ち
の
切
な

る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
国
を
守
る
た
め
に
自
分
の
命
を
懸
け
て
戦
っ
た
人
た
ち
の
気
持

ち
を
思
う
と
、「
本
当
は
怖
か
っ
た
だ
ろ
う
な
」「
家
族
に
会
い
た
か
っ
た

だ
ろ
う
な
」
と
胸
が
詰
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
た
く
さ

ん
の
命
が
ぎ
牲
に
な
る
戦
争
を
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　

戦
争
が
終
わ
り
今
年
で
七
十
九
年
が
た
ち
ま
す
が
、
今
の
日
本
は
平
和

と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
憲
法
第
九
条
に
よ
り
戦
争
を
す
る
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
殺
人
や
差
別
、
い
じ
め
に
よ
り
命
が
失

わ
れ
て
い
く
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
か
ら
令
和
に
な
り
戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
に
な
っ
た
は
ず
な
の

に
、
な
ぜ
命
が
失
わ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
つ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
が
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
簡
単

に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
買
い
物
も
自
宅
で
で
き
る
便
利
な
時
代
で

す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
好
き
な
動
画
を
見
る
こ
と
は
私
の
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ひ
ぼ
う
中
傷
さ
れ
て
傷
つ
い
て
い
る
人
や

命
を
落
と
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
私
も
自
分
や
家
族
が
同
じ
よ
う
な

被
害
に
合
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
顔
が

見
え
な
く
て
も
ス
マ
ホ
の
向
こ
う
側
に
は
人
が
い
る
こ
と
を
想
像
し
て
、

ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
意
識
し
た
正
し
い
使
い
方
を
心
が
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
近
、
多
様
性
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
人
間
に
は
個
性
や
特
性

が
あ
っ
て
、
人
種
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
、
価
値
観
な
ど
の
違
い
を
認

め
合
い
、
共
に
生
活
す
る
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
多
様
性
と
い
う
言

葉
を
知
り
、
私
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
考
え
ま
し
た
。
友
達
と
接
す
る
時

は
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
前
に
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
友
達
の
い
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
相
手
の
個
性

を
認
め
て
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
が
思
う
平
和
は
、
家
族
み
ん
な
で
仲
良
く
暮
ら
せ
る
こ
と
、
住
み
慣

れ
た
場
所
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
、
毎
日
学
校
に
行
き
、
先
生
や

友
達
と
勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
で
き
る
こ
と
で
す
。
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
中
の
人
が
戦
争
に
よ
り
武
力
で
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様

性
を
認
め
合
い
、
一
人
一
人
が
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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ぼ
く
に
と
っ
て
の
平
和

鹿
児
島
市
立
大
明
丘
小
学
校　

六
年　

山　

口　

航　

汰

「
平
和
と
は
、
何
だ
ろ
う
。」

　

ぼ
く
は
気
に
な
っ
て
辞
書
で
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
、「
戦
争
や
紛
争

が
な
く
、世
の
中
が
お
だ
や
か
な
状
態
に
あ
る
こ
と
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

な
る
ほ
ど
ね
と
思
い
な
が
ら
、
ま
だ
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
の
で
、
近
く
に

居
た
弟
に
聞
い
て
み
た
。

「
平
和
っ
て
何
だ
と
思
う
。」

「
え
え
と
ね
、
ぼ
く
は
、
毎
日
学
校
に
行
け
る
こ
と
か
な
。」

と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
ぼ
く
は
少
し
お
ど
ろ
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ぼ
く

よ
り
し
っ
か
り
と
し
た
答
え
が
出
せ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

世
界
で
は
、
今
で
も
戦
争
や
紛
争
が
起
き
て
い
て
、
学
校
に
行
き
た
く

て
も
行
け
ず
、
命
を
守
る
た
め
に
、
常
に
逃
げ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
所

も
あ
る
よ
う
だ
。
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
の
ん
び
り
食
事
も
取
れ
な
い
よ

う
で
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
に
居
た
人
た
ち
が
、
食
べ
物
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
逃
げ
る
た
め
、
床
に
ゴ
ミ
や
食
べ
か
け
の
物
が
散
乱

し
て
い
る
様
子
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
び
っ
く
り
し
た
の
と

同
時
に
、
戦
争
が
起
き
て
い
る
国
の
現
実
を
見
て
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
し
、

悲
し
か
っ
た
。

　

朝
起
き
て
か
ら
、
夜
寝
る
ま
で
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
せ
る
毎
日

が
ど
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
。
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
過
ご
せ
る
こ
と

や
学
校
に
行
っ
て
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
え
ん
筆
や
ノ
ー
ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
た
り
し
て
勉
強
が
で
き
る
こ
と
も
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
と
改
め

て
思
っ
た
。

　

そ
う
言
え
ば
、「
に
ん
げ
ん
っ
て
い
い
な
」
と
い
う
歌
が
あ
る
こ
と
を

思
い
出
し
た
。
そ
れ
に
は
、
こ
ん
な
歌
が
あ
る
。

　

い
い
な　

い
い
な　

に
ん
げ
ん
っ
て
い
い
な

　

み
ん
な
で
な
か
よ
く　

ポ
チ
ャ
ポ
チ
ャ
お
ふ
ろ

　

あ
っ
た
か
い
ふ
と
ん
で　

眠
る
ん
だ
ろ
な

　

ぼ
く
も
帰
ろ　

お
家
へ
帰
ろ

こ
の
歌
に
あ
る
、
あ
っ
た
か
い
ふ
と
ん
で
寝
る
こ
と
も
、
お
ふ
ろ
に
入
る

こ
と
も
、
幸
せ
で
、
と
て
も
平
和
だ
と
思
っ
た
。

　

ぼ
く
は
、
け
ん
か
や
争
い
ご
と
が
き
ら
い
だ
。
け
ん
か
を
し
た
後
、
と

て
も
悲
し
く
て
む
な
し
い
気
持
ち
に
な
る
の
が
い
や
だ
。
人
を
傷
つ
け
る

言
葉
も
、
言
わ
れ
た
ら
と
て
も
苦
し
く
な
る
。
聞
く
の
も
同
じ
だ
。
だ

か
ら
、
け
ん
か
は
し
た
く
な
い
し
、
悪
口
も
言
い
た
く
な
い
。
学
校
の
よ

う
な
集
団
生
活
に
お
い
て
、
人
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
と

先
生
か
ら
聞
い
た
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
相
手
を
傷
つ
け
て
い
い
と
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
相
手
に
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
と
き

に
は
、
傷
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
言
葉
を
選

ん
で
伝
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
「
平
和
」
へ

の
第
一
歩
で
あ
り
、
ぼ
く
が
願
う
「
平
和
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
毎

日
、
元
気
に
過
ご
し
、
笑
顔
で
居
ら
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
。
そ
れ
が
ぼ
く

に
と
っ
て
の
「
平
和
」
で
あ
る
。
こ
ん
な
気
持
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た

ら
、
戦
争
な
ん
て
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
み
ん
な
の
「
平

和
」
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
。
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僕
だ
か
ら
こ
そ

鹿
屋
市
立
第
一
鹿
屋
中
学
校　

一
年　

尾　

迫　

春　

斗

「
今
は
平
和
だ
ね
。」

昔
、
曾
祖
父
と
海
を
散
歩
し
て
い
る
と
き
、
曾
祖
父
が
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た

言
葉
を
ふ
と
思
い
出
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
曾
祖
父
と
僕
は
と
て
も
仲
が
良
か
っ
た
。
近
く
に
住
む

い
と
こ
と
僕
と
曾
祖
父
で
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
散
歩
に
出
か
け
た
。
自
然

に
詳
し
い
曾
祖
父
は
、
き
れ
い
な
花
や
食
べ
ら
れ
る
植
物
、
危
険
な
昆
虫
、

何
で
も
知
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
曾
祖
父
と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
過

ご
す
時
間
は
僕
に
と
っ
て
最
高
の
時
間
だ
っ
た
。

　

一
年
生
の
夏
、
曾
祖
父
が
、
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
僕
は
、
曾
祖

父
が
と
て
も
心
配
で
病
院
に
会
い
に
行
っ
た
。
曾
祖
父
は
、
僕
に
一
度
も

弱
い
と
こ
ろ
を
見
せ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
日
も
と
て
も
元
気
な
様
子

で
、「
な
ん
だ
。
元
気
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
心
の
中
で
ほ
っ
と
安
心
し

た
。
僕
は
、
本
当
に
元
気
だ
と
思
っ
た
。

「
何
で
元
気
な
の
に
入
院
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
。」

と
母
に
尋
ね
る
と
、

「
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ね
、
昔
、
戦
争
で
足
に
弾
丸
が
当
た
っ
て
も
う
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
が
今
と
な
っ
て
悪
化
し

て
い
て
…
。
だ
か
ら
な
ん
だ
よ
。」

そ
う
聞
い
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
を
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
ず
っ
と
昔
に
起

こ
っ
た
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
戦
争
が
こ
う
や
っ
て
長
い
時
間
を
か
け
て

人
の
命
を
む
し
ば
ん
で
い
く
。
戦
争
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り

に
し
た
よ
う
に
感
じ
た
。
僕
の
大
事
な
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
も
う
治
ら
な
い

と
い
う
現
実
は
あ
の
頃
の
僕
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。

　

僕
は
、
そ
の
時
、
あ
の
日
の
会
話
を
思
い
出
し
た
。
幼
か
っ
た
僕
が
、

「
戦
争
っ
て
ど
ん
な
の
」

と
聞
い
た
と
き
の
こ
と
だ
。
曾
祖
父
は
、

「
戦
争
は
、
人
々
を
簡
単
に
亡
く
せ
、
苦
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
言
っ
た
。
ま
た
、
続
け
て
、

「
人
は
、
一
度
は
欲
を
持
つ
ん
だ
。
じ
ゃ
か
ら
、
他
の
国
は
、
他
の
国
が

欲
し
く
な
っ
て
戦
う
ん
だ
。」

そ
う
言
っ
て
、
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
僕
に
向
か
っ
て
曾
祖
父
は
、
優
し
く

微
笑
ん
だ
。
僕
は
よ
う
や
く
そ
の
時
の
、
曾
祖
父
の
思
い
が
少
し
だ
け
わ

か
っ
た
気
が
し
た
。
あ
の
時
な
ぜ
曾
祖
父
が

「
今
は
、
平
和
だ
ね
。」

と
い
っ
た
の
か
。

　

曾
祖
父
は
、
亡
く
な
る
直
前
に
僕
と
い
と
こ
に
、

「
平
和
は
、
い
つ
ま
で
も
続
く
と
は
限
ら
な
い
。
で
も
戦
争
の
怖
さ
を
み

ん
な
が
分
か
れ
ば
世
界
は
変
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。」

と
言
い
残
し
た
。
戦
争
を
体
験
し
、
本
当
の
恐
怖
を
知
っ
て
い
る
曾
祖
父

は
も
う
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
僕
た
ち
が
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
。
体
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
に

は
難
し
さ
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
曾
祖
父
の

命
を
最
終
的
に
う
ば
っ
た
戦
争
を
僕
は
許
せ
な
い
。
そ
の
最
期
を
見
届
け

た
僕
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。

最
優
秀
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幸
せ
を
写
す鹿

児
島
市
立
東
谷
山
中
学
校　

二
年　

万　

田　

美　

結

　

私
は
今
、
椅
子
に
座
り
、
文
を
書
い
て
い
る
。
あ
な
た
は
今
、
文
を
読

ん
で
い
る
。
そ
れ
は
当
た
り
前
す
ぎ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
私
は

こ
の
世
界
に
「
当
た
り
前
」
な
ん
て
こ
と
は
な
い
、
と
思
い
知
ら
さ
れ
た

一
日
を
体
験
し
た
。

　

私
は
あ
る
青
空
の
広
が
る
日
、
長
崎
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で

私
は
人
生
で
初
め
て
、
被
爆
者
の
方
の
話
を
直
接
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

私
は
そ
の
方
を
見
た
と
き
、
私
た
ち
に
向
け
る
眼
差
し
が
何
だ
か
不
思
議

な
雰
囲
気
を
ま
と
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
優
し
い
よ
う
な
、
哀
し

い
よ
う
な
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
、
そ
ん
な
眼
差
し
だ
っ
た
。

　

私
は
い
つ
の
ま
に
か
、
瞬
き
を
忘
れ
る
ほ
ど
に
話
に
引
き
こ
ま
れ
て
い

た
。
ど
う
し
て
も
他
人
と
し
て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
被
爆

者
の
方
の
紡
ぐ
言
葉
の
一
つ
一
つ
、
マ
イ
ク
を
通
し
て
伝
わ
る
息
づ
か
い

の
一
つ
一
つ
で
当
時
の
風
景
や
思
い
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

講
話
が
終
わ
り
、
初
め
て
感
じ
た
。
自
分
で
も
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い

な
い
感
情
を
そ
の
ま
ま
に
、
次
は
資
料
館
の
中
を
見
て
回
っ
た
。
資
料
館

に
は
数
々
の
写
真
が
あ
っ
た
。
私
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
悲
惨
な
写

真
を
目
の
前
に
し
、
言
葉
を
失
っ
た
。
写
真
は
真
の
姿
を
写
す
。
目
の
前

の
写
真
は
長
崎
で
実
際
に
あ
っ
た
風
景
を
切
り
取
っ
た
だ
け
な
の
だ
。
た

だ
、
今
の
長
崎
の
街
と
写
真
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
の
が
ど
う
し
て
も
難
し

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
私
は
心
の
ど
こ
か
で
「
納
得
」
も
し
て
い
た
。
そ
れ
は
被
爆

者
の
方
の
話
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同

時
に
あ
の
時
感
じ
た
、
自
分
で
も
よ
く
分
か
ら
な
い
感
情
が
少
し
ず
つ
理

解
で
き
、
心
の
奥
深
く
に
溶
け
こ
ん
で
い
く
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
。
私

が
そ
う
思
っ
た
の
は
、
全
身
が
黒
焦
げ
に
な
り
、
倒
れ
て
い
る
人
の
側
に

立
ち
つ
く
す
女
の
人
の
写
真
を
見
た
と
き
が
一
番
強
か
っ
た
。
一
つ
の
画

に
生
と
死
が
写
り
こ
ん
だ
こ
の
写
真
こ
そ
、
戦
争
や
原
爆
と
い
っ
た
も
の

の
、象
徴
な
の
で
は
な
い
か
。
亡
く
な
っ
た
人
だ
け
で
は
な
く
、生
き
残
っ

た
人
々
も
、
ど
れ
だ
け
苦
し
ん
だ
か
。
私
が
全
て
を
分
か
る
こ
と
は
で
き

な
い
け
れ
ど
、
果
た
し
て
、
生
き
て
い
た
人
々
の
心
は
生
き
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
、
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
答
え
は
き
っ
と
、
言
わ
ず
と
も
分
か

る
だ
ろ
う
。

　

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
私
た
ち
が

耳
に
す
る
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
当
た
り
前
に
で
き
て
い
る
こ
と
は
、

当
た
り
前
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
私
は
そ
の
本
当
の
意
味
が
分
か
っ

た
気
が
し
た
。
明
日
、
何
し
よ
う
。
夕
飯
何
か
な
。
い
っ
て
き
ま
す
。
お

か
え
り
。
七
十
九
年
前
、
そ
れ
は
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
。
自
由
な
夢

を
持
て
る
こ
と
も
。
大
切
な
人
と
過
ご
せ
る
明
日
が
あ
る
こ
と
も
。

　

私
た
ち
は
今
、
生
き
て
い
る
。
喜
び
、
怒
り
、
哀
し
み
、
楽
し
み
な
が

ら
生
き
て
い
る
。
あ
の
日
に
た
く
さ
れ
た
命
で
。
命
に
優
劣
な
ん
て
な
く
、

世
界
中
の
人
一
人
ず
つ
、
同
じ
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
写
真
に
写
り
こ
む

未
来
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
す
よ
う
に
。
青
空
の
下
、今
日
も
願
っ
て
い
る
。

優

秀

賞

－ 12 －



　「
幸
せ
」
の
バ
ト
ン
パ
ス

鹿
屋
市
立
第
一
鹿
屋
中
学
校　

二
年　

河　

野　

心　

美

「
い
っ
て
き
ま
す
。」

　

六
時
二
十
五
分
。
い
つ
も
通
り
の
朝
を
迎
え
、
自
転
車
に
乗
っ
て
朝
練

に
向
か
う
。
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
見
え
る
少
し
薄
い
色
の
き
れ
い
な

空
。
こ
の
毎
朝
が
幸
せ
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
和
学

習
を
始
め
て
か
ら
だ
っ
た
。

　

壁
一
面
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
飾
ら
れ
て
い
る
顔
写
真
。
こ
れ
は
、
鹿

屋
航
空
基
地
史
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
特
攻
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち

だ
。

「
全
部
、
特
攻
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
…
。」

　

ど
れ
も
二
十
歳
前
後
の
若
い
男
性
、
予
想
以
上
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
、
死
を
覚
悟
し
て
飛
び
立
っ
た
。
そ
う
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
信
じ

ら
れ
な
い
衝
撃
だ
っ
た
。

　

平
和
学
習
で
、
戦
争
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
学
ん
で
い
く
う
ち
に
、
改
め

て
戦
争
は
お
そ
ろ
し
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。
私
た
ち
の
住
む
日
本
は
戦
争

で
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
が
悲
し
ん

だ
歴
史
が
残
っ
て
い
る
。
鹿
屋
市
に
は
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
た

め
に
、
い
く
つ
か
の
慰
霊
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
私
が
知
っ
て
い
る
小

塚
公
園
に
も
慰
霊
塔
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
手
を
合
わ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
は
、
あ
の
苦
し

み
か
ら
解
放
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
の
祈
り
に
あ
た
た
か
く
包
ま
れ
て
、

少
し
で
も
報
わ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

串
良
町
の
平
和
公
園
に
あ
る
戦
争
遺
跡
地
下
壕
第
一
電
信
室
に
や
っ

て
き
た
。
こ
こ
は
特
攻
隊
員
の
モ
ー
ル
ス
信
号
を
受
け
取
っ
て
い
た
場
所

だ
。

「
ツ
ー
。」

　

こ
の
音
を
最
後
に
、
一
つ
の
命
が
去
る
。
平
和
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
実
際
に
こ
の
音
を
聞
い
た
と
き
、
私
は
と
て
も
絶
望
的
な

気
持
ち
に
な
っ
た
。
桜
花
と
い
う
飛
行
機
に
乗
っ
て
命
を
落
と
す
人
や
、

ま
た
こ
の
場
で
電
信
を
受
け
取
っ
て
い
た
人
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
ん
な
思
い

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
度
と
戦
争
は
し
て
は
い
け
な
い
、
そ
う
強
く

思
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
平
和
を
保
っ
て
い
く
た
め
に
私
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
相
手
の
こ
と
を
考
え
、
言
わ
れ
た
ら
嬉
し

い
言
葉
を
か
け
る
こ
と
だ
。
戦
争
で
た
く
さ
ん
の
人
を
苦
し
め
た
人
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
。
自
分
の
身
内
が
傷
付
く
、
亡
く
な

る
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
く
は
な
い
と

思
う
。
常
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

二
つ
目
は
、
差
別
を
し
な
い
こ
と
だ
。
み
ん
な
平
等
に
さ
れ
る
こ
と
で

私
は
毎
日
を
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
み
ん
な
平
等

に
接
し
、
差
別
を
し
な
い
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

連
休
中
に
、
慰
霊
塔
の
あ
る
小
塚
公
園
に
姉
と
向
か
っ
た
。
今
ま
で
と

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
強
い
思
い
で
手
を
合
わ
せ
た
。
終
戦
か
ら
七
十
九

年
た
っ
た
今
、
た
く
さ
ん
の
人
が
命
を
犠
牲
に
し
作
っ
て
く
れ
た
こ
の
幸

せ
が
一
生
続
く
よ
う
に
。
幸
せ
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
く
の
は
、
私
た

ち
だ
。
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大
切
な
一
音

鹿
屋
市
立
輝
北
中
学
校　

二
年　

川　

畑　

優　

羽

　

今
、
地
球
上
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が
意
味
の
な
い
争
い
ご
と
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
。
き
っ
と
そ
の
人
た
ち
は
心
の
中
で
「
助
け
て
。
助
け
て
」

と
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
私
は
今
回
、
見
て
、
触
れ
て
、
改
め
て
知
り
直
し

た
。
恐
ろ
し
い
出
来
事
に
つ
い
て
。
そ
れ
が
、「
戦
争
」
だ
。

　

私
が
通
っ
て
い
る
学
校
は
一
年
に
一
回
、
校
外
学
習
が
あ
る
。
そ
し
て

今
回
の
テ
ー
マ
が
「
平
和
学
習
」
だ
っ
た
。
私
は
こ
の
時
、「
あ
ー
、
お

も
し
ろ
く
な
さ
そ
う
」
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
校
外
学
習
当
日
に

な
っ
た
。
こ
の
日
だ
け
で
、
鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館
を
は
じ
め
と
す
る
六

か
所
も
の
戦
争
に
関
わ
る
戦
跡
な
ど
を
見
て
、
触
れ
た
。
こ
の
平
和
学
習

で
は
「
特
攻
隊
」
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
た
。
私
の
中
で
の
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
串
良
に
あ
る
地
下
壕
第
一
電
信
室
で
聞
い
た
モ
ー
ル

ス
信
号
だ
っ
た
。
私
は
モ
ー
ル
ス
信
号
と
い
う
言
葉
す
ら
聞
い
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
モ
ー
ル
ス
信
号
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る

こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
便
利
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
な

ん
と
な
く
で
は
あ
る
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
下
壕
第
一
電
信
室
で
聞

い
た
モ
ー
ル
ス
信
号
は
恐
ろ
し
く
思
え
、
便
利
な
も
の
と
い
う
素
敵
な
一

面
が
か
き
消
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
こ
の
時
に
聞
い
た
モ
ー
ル
ス

信
号
は
、
私
に
と
っ
て
刃
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
刃
が
私
の
心
に

グ
サ
ッ
グ
サ
ッ
と
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
、
何
も
関
係
な
く
刺
し
て
い
た
よ
う

だ
っ
た
。
ま
た
、
ひ
ど
く
心
に
染
み
る
よ
う
な
音
だ
っ
た
。
特
に
最
後
の

一
音
に
使
わ
れ
て
い
た
「
ピ
ー
」
と
い
う
音
は
。
こ
の
音
は
長
さ
も
バ
ラ

バ
ラ
で
、
特
攻
隊
に
選
ば
れ
た
人
々
の
強
い
意
志
を
感
じ
た
。
こ
の
モ
ー

ル
ス
信
号
は
今
は
飛
行
機
な
ど
に
使
わ
れ
る
「
便
利
な
道
具
」
と
い
う
一

面
が
あ
る
が
、
戦
争
中
の
日
本
で
は
、
心
を
切
り
刻
ん
で
し
ま
う
武
器

だ
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
残
酷
な
音
は
今
で
も
私
の
頭
の
中
で
ず
っ
と
鳴
り

続
け
て
い
る
。
一
度
し
か
聞
い
て
い
な
い
の
に
頭
に
残
る
な
ん
て
。
毎
日
、

聞
い
て
い
た
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
心
が
痛
む
。
こ
の
音
を
聞
く
だ
け

で
も
心
が
痛
む
の
に
、
こ
れ
が
友
と
の
最
後
の
会
話
だ
と
思
い
な
が
ら
聞

い
て
い
た
方
々
の
気
持
ち
は
、
と
て
も
想
像
も
つ
か
な
い
。
き
っ
と
、
私

が
そ
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
現
実
か
ら
逃
げ
出
し
た
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
こ
の
時
代
に
生
き
た
人
た
ち
は
「
お
国
の
た
め
に
」
と
思
い

な
が
ら
様
々
な
こ
と
を
我
慢
し
て
い
た
の
だ
。
こ
の
人
た
ち
は
、勇
者
だ
。

　

こ
の
人
た
ち
の
願
い
を
尊
重
す
る
た
め
に
も
、
日
本
は
、
世
界
各
国
は

「
意
味
の
な
い
争
い
ご
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
そ
し
て
、「
助
け
て
と
Ｓ

Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
人
た
ち
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
勇

気
を
出
し
て
言
う
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
。
た
だ
見
守
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
の
経
験
を
生
か
し
、
救
い
の
手
を
差
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ぁ
、
み
ん
な
で
脱
出
し
よ
う
。
争
う
と
い
う
考

え
方
か
ら
。
み
ん
な
で
協
力
・
助
け
合
い
だ
。
が
ん
ば
る
ぞ
。
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今
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

兵
庫
県
立
北
条
高
等
学
校　

二
年　

堀　

口　

璃　

乃

　

私
は
、
現
在
高
校
の
活
動
で
兵
庫
県
加
西
市
に
あ
る
鶉
野
飛
行
場
の
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
二
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
過
程
で
白
鷺
隊
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
遺
書
に
つ
い
て
で
す
。
最
初
私
は
、
特
攻
に
対
し
て
恐
怖

を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
思
い
を
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
家
族
に
あ

り
が
と
う
と
伝
え
る
こ
と
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
こ
と
は
実
際
に
公
開
さ
れ
て
い
る
遺
書
を
読
ん
で
初
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
上
官
に
よ
る
検
閲
の
た

め
、
本
音
で
あ
っ
た
と
し
て
も
心
の
内
の
全
て
が
書
か
れ
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
白
鷺
隊
に
つ
い
て
も
志
願
制
で
は
あ
る

が
、
事
実
上
の
強
制
だ
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
、
拒
否
し
た
い
と
は
と
て

も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
防
空
壕
の
ガ
イ
ド
で
毎
回
上
映
し
て
い
る
動
画

に
て
、
白
鷺
隊
の
隊
長
で
あ
る
佐
藤
大
尉
の
遺
書
が
読
ま
れ
る
の
で
す

が
、
立
場
的
に
も
特
攻
隊
に
志
願
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
若
い
者
だ
け
を
行
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
自
ら
先
頭
を
切
っ

て
特
攻
に
向
か
わ
れ
た
そ
う
で
、
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
勇
気
あ

る
、
と
て
も
凄
い
行
動
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
佐
藤
大
尉
は
最
年
長
で

は
あ
る
が
、
ま
だ
三
十
九
歳
で
失
う
に
は
早
す
ぎ
る
命
で
し
た
。
若
い
人

で
あ
れ
ば
年
齢
は
私
た
ち
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
作
戦
の
異
常
さ
が
こ
の
歳
に
な
っ
て
よ
り
感
じ
ま
す
。
結
果
と
し
て
特

攻
の
成
功
率
は
非
常
に
低
く
、
意
味
の
な
い
死
を
た
く
さ
ん
生
み
出
し
て

し
ま
っ
た
後
悔
す
べ
き
行
為
で
す
。
現
代
で
は
こ
の
よ
う
な
捨
て
身
の
作

戦
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る
限
り
、
戦
わ
ざ
る
を

得
な
い
者
や
突
然
幸
せ
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
者
は
絶
え
ま
せ
ん
。
私
は
今

ま
で
に
戦
争
体
験
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
鶉
野

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
伺
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
訪

れ
た
お
客
さ
ん
に
も
別
の
地
で
の
お
話
な
ど
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
に
色
ん
な
活
動
を
通
し
て
戦
争
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て
き
ま
し
た

が
、
や
は
り
多
く
の
人
が

「
戦
争
は
良
く
な
い
。
平
和
で
自
由
な
世
界
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
欲
し

い
。」

と
言
い
ま
す
。
私
自
身
も
戦
争
は
な
く
な
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
戦
争
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
」
そ
れ
は
人
間
が
学
ば
な
い
か
ら
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。
な
の
で
ま
ず
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
悲
劇
が
も
た

ら
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
か
を
知
っ
て
欲
し
い
で

す
。
多
く
の
人
が
戦
争
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
平
和
へ
の
第
一
歩
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
は
活
動
に
参
加
す
る
ま
で
本
当
に
何
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
代
の
多
く
の
人
は
そ
の
頃
の
私
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
終
戦

を
迎
え
て
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。
戦
争
体
験
者
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
も
う
今
だ
け
で
す
。
私
た
ち
も
精
一
杯
伝

え
て
い
ま
す
。
一
度
で
も
良
い
の
で
こ
の
鶉
野
の
大
地
ま
で
足
を
運
ん
で

隊
員
た
ち
の
軌
跡
を
実
際
に
そ
の
目
で
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
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言
葉
の
重
み
を
考
え
る

鹿
屋
市
立
鹿
屋
女
子
高
等
学
校　

三
年　

山　

﨑　

梨
沙
子

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
頭
の
中
で
ど
の
よ
う
な
光
景
が
浮
か
ぶ
だ
ろ
う

か
。
誕
生
日
、
大
会
で
の
勝
利
、
試
験
の
合
格
な
ど
、
多
く
の
人
は
前
向

き
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
場
面
が
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
嬉
し
い
こ
と
や
特
別

な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
聞
く
は
ず
の
こ
の
言
葉
に
、
苦
し
さ
を
感
じ
る

と
し
た
ら
、
ど
ん
な
場
面
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
代
で
は
、
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
素
直
に
伝
え
た
り
、

意
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
あ
る
。
嫌
な
こ
と
は
嫌
と
い
い
、
好
き

な
も
の
を
好
き
と
言
え
る
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
十
～
百
年
ほ
ど
時

代
を
遡
っ
て
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
、
自
由
に
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
た

だ
ろ
う
か
。
私
は
ド
ラ
マ
で
戦
争
の
場
面
を
見
た
。
そ
の
ド
ラ
マ
で
は
、

若
い
男
性
に
対
し
て
、
赤
紙
と
呼
ば
れ
る
臨
時
召
集
令
状
で
あ
る
一
枚
の

紙
が
手
渡
し
で
届
き
、
出
征
を
知
ら
せ
て
い
る
シ
ー
ン
が
放
送
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
中
で
、
出
征
が
決
ま
っ
た
男
性
が
、
赤
紙
が
届
い
た
こ
と
を
家

族
全
員
に
知
ら
せ
た
と
き
、
家
族
や
近
所
の
人
々
が
口
に
し
た
の
は
、「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
お
め
で
と
う
と
言
っ
て

い
る
の
に
苦
し
そ
う
で
、
悲
し
そ
う
な
顔
を
見
て
、
私
は
、
一
瞬
困
惑
し

て
し
ま
っ
た
。
出
征
が
決
ま
り
、
家
か
ら
出
て
危
険
な
目
に
合
う
か
も
し

れ
な
い
人
に
対
し
て
、な
ぜ
お
め
で
と
う
と
言
っ
て
し
ま
う
の
か
。
私
は
、

今
で
は
信
じ
が
た
い
そ
の
光
景
が
、
実
際
に
日
本
で
起
き
て
い
た
と
考

え
る
と
、
と
て
も
違
和
感
が
あ
り
、
怖
か
っ
た
。「
お
国
の
た
め
に
戦
う
」

と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
た
め
に
、「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
い

た
と
い
う
記
事
も
読
み
、
戦
争
時
代
と
現
代
と
の
価
値
観
の
違
い
を
感
じ

た
。
私
は
、
こ
の
出
来
事
か
ら
、
言
葉
の
重
み
を
感
じ
た
。
戦
争
が
あ
る

時
代
と
現
代
で
は
、
状
況
や
価
値
観
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
自
分
の

意
見
や
考
え
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
学
校
な
ど
多
く
の
場
所
で
主
張
で
き
る
。
し
か

し
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
一
方
的
に
ぶ
つ
け
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
よ

う
な
社
会
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
多
く
の
人
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
言
葉

の
重
み
を
理
解
し
、
よ
く
考
え
て
自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
世

の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
る
。

　

私
の
思
う
平
和
は
、
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
世
の
中
で
あ

る
こ
と
だ
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
相
手
を
傷
つ
け
た
り
、
悲
し
ま
せ
て

し
ま
う
言
葉
遣
い
を
投
げ
か
け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
三
者
と
し
て

み
た
と
き
に
、
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
一
度
、

周
り
を
見
渡
し
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
、
良
い
関
係
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
振
り
返
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
を

思
い
や
る
「
平
和
な
世
界
」
を
み
ん
な
で
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
平
和
な
世
の
中
に
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
は
、
日
常
の
中
に
あ
る

と
思
う
。
私
自
身
も
そ
の
時
そ
の
状
況
に
応
じ
た
言
葉
の
使
い
方
が
で
き

て
い
る
か
を
振
り
返
り
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る
行
動
を
心
掛

け
た
い
と
思
う
。
平
和
な
世
の
中
に
す
る
た
め
に
自
分
の
行
動
を
も
う
一

度
見
直
し
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。
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鹿
屋
に
生
ま
れ
て

鹿
屋
市
立
鹿
屋
女
子
高
等
学
校　

三
年　

瀧　

川　

心　

遥

　

先
日
、
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
放
ち
、
沖
縄
で
は
警
報
が
な
っ
た
。
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と
き
、
背
筋
が
凍
っ
た
。
一
瞬
で
当
た
り
前
の

日
常
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
る
と
と
て
も
怖
く
な
っ
た
。
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
自
分
に
も
危
険
が
あ
る
と
知
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

あ
ま
り
考
え
て
こ
な
か
っ
た
平
和
に
つ
い
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
今
ま
で
、
平
和
で
は
な
い
状
況
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。
世
界
各

地
で
戦
争
や
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
て
い
る
だ
け
で
、
戦
争
や
紛
争
で
困
っ
て
い
る
人
や
、
苦
し
い
生

活
を
送
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
な
か
っ
た
。

　

私
が
生
ま
れ
た
鹿
屋
は
七
十
七
年
前
の
太
平
洋
戦
争
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
て
、
航
空
基
地
史
料
館
が
あ
っ
た
り
、
防
空
壕
や
地
下
壕

が
残
っ
て
い
た
り
す
る
。
私
も
何
度
か
そ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
史

料
館
に
は
、
特
攻
隊
員
と
し
て
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
私
と
同
年
代
の
人
の

遺
書
や
遺
影
な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
て
私
は
、
今
は

自
分
の
進
路
や
生
き
方
に
つ
い
て
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

当
時
は
そ
ん
な
こ
と
も
許
さ
れ
な
く
、
も
し
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ
た
ら

本
当
に
辛
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
。
地
下
壕
に
は
飛
び
立
っ
た
特
攻
隊
員

が
突
撃
す
る
前
に
送
る
電
信
を
受
信
す
る
た
め
の
地
下
電
信
室
が
あ
る
。

モ
ー
ル
ス
信
号
の
再
現
を
聞
い
て
、
当
時
こ
れ
を
聞
い
た
人
は
、
恐
怖
や

寂
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
自
分
が
飛
び
立
つ
の
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
。
平
和
公
園
に
は
太
平
洋
戦
争
の
と
き
滑
走
路
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
、
長
く
、
真
っ
直
ぐ
な
道
路
が
あ
る
。
今
で
は
、
春
に
な
る

と
桜
が
咲
き
、
ま
さ
に
平
和
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
と
同
時
に
寂
し
さ
も
感
じ
る
。
こ
の
道
路
の
細
さ
が
飛
び
立
っ
た
ら

帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
か
ら
だ
。
鹿
屋

の
戦
跡
か
ら
、
私
は
戦
争
の
悲
惨
さ
だ
け
で
な
く
、
私
の
同
年
代
の
人
が

未
来
が
戦
争
に
よ
り
簡
単
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
本
当
に
悲
し

く
、
辛
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

　

平
和
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、「
戦
争
や
紛
争

が
な
く
、
世
の
中
が
穏
や
か
な
状
態
に
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。」

と
で
て
き
た
。
し
か
し
、
私
は
平
和
と
は
戦
争
が
な
い
こ
と
や
全
員
が
安

全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
世
界

中
の
人
々
が
幸
せ
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

い
と
思
う
。「
幸
せ
は
自
分
で
掴
む
も
の
」
と
よ
く
言
う
が
、
幸
せ
に
な

る
チ
ャ
ン
ス
が
な
け
れ
ば
、
な
ろ
う
と
思
っ
て
も
な
れ
な
い
。
世
界
中
の

人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
や
希
望
を
描
き
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
よ
う
な

世
界
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
。

優

秀

賞

－ 17 －



　
笑
い
逢
う
た
め
に

鹿
児
島
県
立
与
論
高
等
学
校　

二
年　

池　

田　

こ
こ
ろ

「
平
和
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
考
え
て
み
よ
う
。」

　

小
学
生
の
こ
ろ
、
誰
も
が
一
度
は
受
け
る
で
あ
ろ
う
平
和
に
つ
い
て
の

授
業
に
私
は
消
極
的
で
し
た
。
戦
争
を
知
ら
ず
、
今
が
当
た
り
前
だ
と
考

え
て
い
た
た
め
、
平
和
の
重
要
性
が
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
だ
っ
た
の
は
自

覚
し
て
い
ま
す
。
母
に
毎
朝
起
こ
さ
れ
妹
た
ち
と
学
校
へ
向
か
い
、
夜
は

父
に
ド
ラ
イ
ブ
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
日
々
の
、
こ
の
何
気
な
い
時
間

が
壊
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
一
生
物
だ
と
自
分
な
り
に
解
釈
し
て
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
日
々
は
一
瞬
に
し
て
消
え
失
せ
る

と
い
う
事
実
を
小
学
四
年
生
の
と
て
も
寒
い
冬
の
日
に
痛
い
ほ
ど
思
い

知
り
ま
し
た
。

　

私
の
父
は
よ
く
突
拍
子
も
な
い
こ
と
を
言
う
人
で
す
。
あ
の
日
も
「
よ

し
、
行
く
ぞ
」
の
一
言
で
車
に
乗
り
込
み
、
出
発
し
ま
し
た
。
着
い
た
先

は
知
覧
特
攻
平
和
会
館
。
ま
だ
幼
い
私
は
入
口
の
大
き
な
絵
を
見
た
瞬
間

怖
く
な
り
、
父
に
言
い
ま
し
た
。「
早
く
帰
り
た
い
。
も
う
嫌
だ
。」
今
で

も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
よ
う
な
心
の
苦
し

み
で
す
。
泣
き
叫
び
た
く
な
る
よ
う
な
、
体
の
芯
ま
で
が
冷
え
る
感
覚
で

す
。

　

父
は
勿
論
帰
ら
せ
て
く
れ
る
わ
け
も
な
く
、
私
は
母
の
後
ろ
で
隠
れ
る

よ
う
に
前
に
進
み
ま
し
た
。
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
一
人
用
の
飛
行

機
。
数
え
切
れ
な
い
若
者
の
写
真
。
手
紙
。
人
形
。
衝
撃
が
隠
せ
な
か
っ

た
で
す
。
ビ
デ
オ
を
観
て
、
館
長
さ
ん
の
話
に
も
積
極
的
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
あ
ん
な
に
帰
り
た
が
っ
て
い
た
は
ず
の
私
は
率
先
し
て
観
て
回
り

家
に
帰
っ
て
か
ら
も
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
脳
に
焼
き
つ

き
、
消
え
な
か
っ
た
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
七
年
経
っ
た
今
。
私
は
日
本
の
終
戦
の
日
の
八
月
十
五
日
に

近
づ
い
て
来
る
ほ
ど
、
あ
の
日
の
恐
怖
を
強
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
沢
山
の
事
実
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
ヒ
ロ
シ
マ

と
ナ
ガ
サ
キ
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
。
東
京
大
空
襲
。
日
本
唯
一
の
沖

縄
大
陸
戦
。
恐
ろ
し
さ
や
戦
争
の
不
要
性
に
つ
い
て
は
深
く
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
住
む
日
本
で
の
出
来
事
な
の
に
ど
の
実
事

に
も
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
れ
で
も
い
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
戦
争
は
過
去
の
出
来
事
。
今
の
世
の
中
に
不
要
で
、
伝
え

て
い
く
べ
き
こ
と
だ
か
ら
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
争
は
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

人
の
尊
い
命
だ
け
で
な
く
夢
や
希
望
ま
で
根
こ
そ
ぎ
と
る
戦
争
は
必
要

な
ん
で
す
か
。
同
じ
惑
星
に
生
ま
れ
、
言
葉
で
意
思
疎
通
が
で
き
る
人
類

同
士
が
爆
弾
を
打
ち
落
と
し
て
い
く
姿
は
あ
ま
り
に
も
皮
肉
過
ぎ
る
と

思
い
ま
せ
ん
か
。

　

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
日
々
が
な
に
よ
り
の
平
和
で
す
。
世
界
の
ど
こ

に
い
る
人
に
も
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
を
書
こ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
も
、
自
分
だ
け
の
正
義
で
動
き
、
戦
争
と
な
っ
て
い
る
お
か
し
さ
を

よ
り
多
く
の
人
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
今
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
生
き
る
人
類
す
べ
て
に
幸
せ
で
溢
れ
る
よ
う
に

私
は
色
々
な
手
を
使
っ
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
み
ん
な

で
幸
せ
だ
ね
と
笑
い
逢
う
た
め
に
。
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We just don't know, but…
Kushira Middle School 3rd Grade 

Nene Ichiki
　“Why do I have to learn this? ” I always thought about it social class.  
There are probably many other students like that.  I'm especially bad at history.  This 
is because it difficult to memorize the names of historical figures or to remember what 
happened in what year.  
　I also learned about the World War Ⅱ in a social studies class. 
It began in December 8, 1941.  The Japanese army made a surprise attack on Pearl 
Harbor in Hawaii and landed on the British Malay Peninsula.  Four years later, atomic 
bombs were dropped on Hiroshima on August 6 and Nagasaki on August 9, 1945.  Then, on 
August 15, Emperor Showa declared defeat to the people, and the war ended.  My social 
studies teacher taught us so.  I always try to fight off sleepiness in social studies class, 
however, I concentrated on the class.  This is because I knew about what was going on at 
that time. 
　My great-aunt was nine years old at the time of the war.  She remembers those days 
well and often told me about them.  One day, she was working in the fields with her family.  
Suddenly, she heard a roaring sound from the sky.  She looked up and saw American 
planes flying over head.  She hid in the bushes, holding her breathe and she was waiting 
the plane to pass.  At that moment, a bullet line was drawn right next to her with a loud 
sound.  She didn't understand what happened at first, but she was seized with fear after 
the planes had gone.  She said that she could have been killed.  When I heard about it, I 
was very shocked and my body trembled. 
　I've been thinking what she told me while taking the social studies class and I realized 
that what I read in the textbook was only part of history.  We just don't know, but actually 
lots of different lives were being lived behind the scenes.  By looking into the lives of each 
of them, and imagining their feelings, we can better understand the war.  I mean that we 
should understand that the war is not only a historical event, but also the fact experienced 
by many Japanese people.  I think that we should learn it never to repeat wars. 
　Then how can we learn about the people who lived during the time of war? In fact, there 
are many places to learn about them in Kanoya City.  For example, we have the Kanoya 
Air Base Museum.  We can read the letters written by the members of the Special Attack 
Force who flew out of Kanoya.  We can also see the photographs of those who died in 
the operation.  In Kushira, where I live, there is the Peace Memorial Park.  There is a 
memorial tower and the remains of the runway for the Special Attack Force.  If you visit 
these place you will know the feelings of the members who had to die and the people who 
had to see them off. 
　Have you ever been to those places? Kanoya has many remains of the war.  I think we,  
people living in Kanoya have to go there and learn about the people who lived in the war.  
You just don't know, but we are the ones who can pass the wish for peace to the next 
generation.  I belive that our small steps will lead us to the peaceful future.  Why don't 
you believe it and take the first step?

英語部門 －最優秀賞－

　市來さんは、社会科の授業で学んだ第二次世界大戦について、単なる教科書の内容だけでは
なく、実際に戦争を経験した人々の生きた証として深く理解するべきだと述べています。市來
さんは、大叔母の戦争体験の話から、戦争は個々の命と関わりがあることを実感し、戦争の事
実を学ぶことが平和を築くために大切だと考えました。また、平和を未来に伝えていくためにも、
鹿屋市の戦跡や史料館を訪れ、戦争を生き抜いた人々の思いも感じることが必要だと呼びかけ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平和の花束実行委員会による要約
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Small Happiness
Kanoya Girls’ High School 3rd Grade 

Hikari Nozaki
　Are you sharing your happiness?
　For me, peace means being able to share small happiness with many people.  My father 
is a member of the Self-Defense Forces, and protects Japan's territory, territorial waters,  
and airspace from various dangers and disasters. 
Sometimes people say that the Self-Defense Forces are a threat to the Constitution,  
or they waste our tax money a lot, and others say that the Self-Defense Forces are 
unnecessary.  However, if there were no Self-Defense Forces, there would be no one to 
protect us when we are attacked by other countries, and there would be no one to rescue 
us when disasters occur.  In Japan today, we are able to live a peaceful life because we 
have a lot of help and protection from the Self-Defense Forces and police officers. 
　Many wars are still occurring in the world, such as the invasion of Ukraine, the conflict 
in Afghanistan, and the civil war in Syria.  It has been seventy years since the war ended 
in Japan.  Though 193 countries belong to the United Nations now, there are only eight 
countries that have not experienced war since 1945, including Japan. 
　Learning about this situation, I thought about why wars and conflicts do not disappear 
in the world.  I have had opportunities to learn a lot about war through history class 
and field trips.  From what I learned, I believe that the reason why wars occur is that 
many people attack each other for their own interests.  However, I thought that we could 
reduce the number of wars by just doing two things: opening our hearts to each other and 
following the rules.  This is because the current state of the world is that people do not 
express their thoughts or engage in discussion, but instead try to solve problems by force.  
And,  when they invade a defined area, such as territorial waters, or when someone fails to 
follow the rules, they immediately start a war.  That's why I think it's so important to open 
up to each other and follow the rules. 
Also, I thought about what I can do now.  I cannot stop wars or get rid of weapons in the 
world.  However, when I think about the peace that surrounds me, there are many things I 
can do in order to bring smiles around me.  For example, I can raise money to help people 
in need around the world, and give a hand to people who are in trouble.  What I can do 
right now is only a little bit, but I would be happy if the world could become a better place 
to live.  So, I think we need organizations such as the Self-Defense Forces that always 
protect and help people.  I'm proud of my father’s job.  
　Now, I can live safely, and I can enjoy spending good time with people close to me,  and 
I can feel a little happiness in my life.  Everyone should feel their own happiness and 
share their happiness with people around them.  I would like to live my life with gratitude,  
without forgetting that many people around the world support our peaceful daily lives.  
Small happiness will lead to world peace someday. 

英語部門 －優秀賞－

　野﨑さんは、平和とは小さな幸せを多くの人と分かち合うことだと考えています。世界では
未だに戦争や紛争が続いており、その原因の多くが、自分の利益のために争っていることを知っ
た野﨑さんは、お互いに心を開き、ルールを守ることで戦争を減らせるのではないかと考えま
した。野﨑さんは最後に、平和な未来の実現に向けて、世界中の人々が感謝の気持ちを持ち続
けることが大切であると呼びかけています。　　　　　　　　　 平和の花束実行委員会による要約
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Echoe's of Peace, from Kanoya City
Kamiobaru Middle School 2nd Grade 

Miki Ikeuchi
　Growing up in the serene town of Kanoya City, nestled in the heart of Kagoshima 
Prefecture, Japan, I was enveloped by a landscape that beautifully juxtaposed natural 
splendor with a poignant historical backdrop. 
　Kanoya is renowned for its roses and tranquil scenery, yet it bears the enduring scars 
of wartime.  The runways, silently etched across the farmland near picturesque coastlines,  
once served as the tragic final path for young Kamikaze pilots.  As a child, I innocently 
played on these historic runways, shielded from the distant echoes of warplanes by nearby 
water slides and flowing swimming pools. 
　One indelible memory remains etched in my mind: my father’s rare display of emotion as 
he drove me along the runway, recounting the sacrifice of innocent Kamikaze pilots, some 
as young as seventeen, whose dreams were cut short.  His voice trembled with the weight 
of history, leaving an indelible mark on my understanding of war and sacrifice. 
　Now, as a middle school student, I grasp the profound significance of those runways—
they symbolize our community's evolution from a past marred by conflict to a present 
dedicated to peace.  This transformation is vividly echoed at the Kanoya Air Base 
Museum,  a beacon of peace education that urges visitors to contemplate the futility of war 
and the imperative of mutual understanding. 
　Peace is an ongoing pursuit that necessitates resilience, education, and collective 
effort.  Our community exemplifies this commitment through the dedicated efforts of local 
schools and the esteemed National Institute of Fitness and Sports.  They actively promote 
values of peace and harmony among our youth and athletes through local sports activities,   
fostering an environment where mutual understanding thrives and residents contribute to a 
harmonious society. 
　My story isn’t merely mine-it resonates with everyone.  Understanding our history of 
conflict is crucial for navigating global challenges.  These narratives teach us that peace 
requires not just diplomacy and negotiations, but also a deep-seated commitment to mutual 
understanding and compassion across divides.  The lessons learned, from honoring the 
past to actively building a peaceful future, carry profound implications worldwide.  Peace 
isn't just the absence of conflict; it's an ongoing endeavor that demands our unwavering 
dedication and collective action. 
　In today's world, marked by persistent geopolitical tensions and unfolding humanitarian 
crises, such as the conflict between Ukraine and Russia, and the ongoing situation between 
Israel and Palestine, our journey offers a beacon of hope.  By acknowledging our shared 
humanity and learning from history, we can collectively strive for a better world where 
peace prevails universally.  I urge everyone to actively pursue peace, engage in dialogue,  
participate in peace-building initiatives, and educate future generations about the value 
of harmony and understanding.  Together, we can turn the dream of peace into a living 
reality. 
　Let us heed this message and tirelessly strive towards a world where peace prevails - a 
world where every individual, young or old, can live in the embrace of nature's beauty, free 
from the shadows of war.  Together, our collective efforts will pave the way for a brighter 
future.

英語部門 －優秀賞－

　池内さんは、身近にある特別攻撃隊が出撃した滑走路の意味や父から聞いた戦争の話を通し
て、戦争の無益さと平和の大切さを訴えています。池内さんは、平和な社会にするためには過
去から学ぶことが大切であり、今日の世界で起きている紛争にもその教訓が生かせると考えま
した。戦争のない明るい未来を切り拓くためには、平和を追求し、次世代にその価値を伝える
ことが重要であると呼びかけています。　　　　　　　　　　　 平和の花束実行委員会による要約
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英語部門台湾の部 －最優秀賞－

Striving for Peace in a World of Magic and Muggles
Chung Dau Elementary School Fifth grade 

James Wu
　As I put the VR headset on, I was startled by a hissing sound that came from the right.  
Turning, I found myself immersed in a scene: Harry Potter and his companions engaged 
in a fierce battle against Voldemort and his followers.  Spells crackled through the air as 
they fought fearlessly to defend Hogwarts from the forces of darkness. 
　After the dust settled, Voldemort was defeated.  I rushed to embrace Harry, to thank 
him for bringing peace to Hogwarts once again.  Where wizards have the freedom to roam 
and play once more without the threat of conflict and violence plaguing their thoughts.  
Where laughter can be heard throughout the hallways and joy radiates from the smiles of 
everyone. 
　But instead of joy, Harry seemed troubled.  "Are you worried that Voldemort might 
return?" I asked. 
　"It's not Voldemort I'm concerned about," Harry confessed with sorrow.  With a wave 
of his wand, we were teleported to a battlefield, where the roar of gunfire and explosions 
filled the air.  The school was in ruins, with its walls destroyed by bombs and countless 
bullet holes.  Children, as young as me, holding rifles instead of books or wands, I couldn't 
see any happiness on their faces. 
　With tears in Harry's eyes, he sobbed "The muggle world is fascinated with weapons,  
and that worries me.  Even though we wizards have our powers, muggle weapons can keep 
at war instead of keeping the peace. "
　"I understand," I murmured.  "Hundreds of thousands of innocent lives were sacrificed 
for the greed of those who seek more power. " "But what can I do? I'm just a kid!" I 
wondered aloud, feeling helpless in the face of such a difficult situation. 
　"Peace in our world means more than just no fighting; it's about fairness and listening," 
Harry explained, sounding sure.  "Even kids like us can do good things by being nice 
and understanding.  We should try to make friends and make peace wherever we are. " 
Harry was right! His words inspired me, so I decided to help spread his message of hope 
and kindness.  Feeling more determined, I waved goodbye to Harry and took off the VR 
headset,  coming back to the real world. 
　When I went outside, a breeze brought the nice smell of flowers and I heard birds 
singing.  At that moment, I felt a glimmer of hope for a brighter future, where conflicts 
could be resolved not with violence, but with understanding and cooperation.  If 
competitions between countries must exist, they should only be competitions like the World 
Cup, the Olympic Games, or Quidditch in Hogwarts and not war. 
　In this imperfect world of ours, we know that achieving peace won't be easy.  But as 
Harry had taught me, even the smallest actions could have a ripple effect, spreading love 
and compassion to all comers of the globe.  And so, if we have courage in our hearts and a 
clear vision of a better world in our minds, we can embark on our journey towards peace,  
knowing that together, we will make a difference. 

　VR ヘッドセットを装着した James さんは、ハリー・ポッターから「平和とは単に争わな
いことではなく、親切や他者理解を通じて人々と協力することが大切である」と教わります。
James さんはその言葉に勇気をもらい、平和な未来を作るために、愛と思いやりを広めること
ができるよう、前向きに行動していくことを決意しました。　　 平和の花束実行委員会による要約

－ 22 －



A Harmonious Vision
Chung Dau Elementary School 5th grade 

Dora Lin
　Peace is more than just a word; it's an idea that touches every part of our lives, from 
how we treat each other to how we care for nature.  To me, peace means living in harmony 
where people, nature, and society grow together.  My idea of peace includes understanding,  
cooperation, and respect. 
　Peace starts with understanding.  When we try to understand others, we build empathy 
and kindness.  Understanding comes from listening and learning about different cultures 
and viewpoints.  Every summer vacation, when participating in YMCA activities, I meet 
friends from different countries.  When sharing our traditions and experiences, we find that 
we have a lot in common despite our differences.  For instance, learning about the Japanese 
tea ceremony from a friend taught me patience and mindfulness.  These experiences help 
us realize our commonalities, creating a sense of community.  Understanding helps break 
down prejudices and stereotypes, allowing us to see the humanity in everyone. 
　Cooperation is crucial for peace.  It means working together towards common goals.  In 
school, group projects teach us teamwork, contributing our strengths, and supporting each 
other.  This spirit of cooperation builds trust and respect.  On a global scale, for example,  
the Covid-19 pandemic showed how counties can unite to tackle a common threat.  Nations 
donated masks, medical supplies, and vaccines to those indeed, demonstrating the power of 
working together.  When countries shared resources to fight the virus, they helped save 
lives and eased suffering worldwide. 
　Respect is the foundation of a peaceful society.  It means recognizing other's right,  
valuing their opinions, and treating them kindly.  This extends to all living beings and the 
environment.  When we respect nature, we protect it for generations.  Respect also means 
standing up against injustice.  Once, I saw a fellow student being bullied and I stood up for 
him.  This reinforced the importance of respect and kindness in our school. 
　An example of respect in action is my family's tradition of volunteering at local 
community centers.  Every time I join my mother in community service, I spend time with 
the elderly.  One memorable moment was when I helped an elderly man make a paper crane 
despite his shaky hands.  In the end, he successfully completed it.  His eyes lit up with 
joy, and I felt a warm sense of accomplishment.  Helping those in need shows respect for 
their dignity and humanity.  These small acts of kindness contribute to a larger culture of 
care and support within our community, reminding us that peace can be created through 
everyday actions. 
　In conclusion, I believe peace comes from understanding, cooperation, and respect in 
how we treat others.  By making small changes in how we act and think, we can create a 
positive impact that spreads globally.  Peace starts with each of us, and together, we can 
create a future where everyone lives happily together.  Let's start today by embracing 
these values in our own lives and inspiring others to do the same. 

英語部門台湾の部 －優秀賞－

　Dora さんにとって平和とは、理解、協力、尊敬を基盤とした生活を送ることです。平和はま
ず他者を理解し、異なる文化や視点を学ぶことから始まります。また、協力は共通の目標に向かっ
て行動すること、尊敬は他者の権利や意見を認めることです。Dora さんは、これらの価値観を
大切にしていくことで平和は広がり、世界中でより良い未来を築いていけると考えました。

平和の花束実行委員会による要約
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The Ideal World in My Mind
Yilan Jhong Sing Elementary School, Taiwan 4th grade 

Liu Shing
　When it comes to the ideal world in my mind, I hope that someday in the future, no 
matter what your skin color is, everyone can travel to his or her destination instantly,  
just like Doraemon and his friends did in comic books and movies.  There will be limitless 
delicious food and fun toys everywhere.  People will be smiling, chatting, and enjoying 
each other's company.  What a wonderful picture that would be!
　I love stories about space travel very much, and one of my favorite stories is Howl's 
Moving Castle , in which Howl and Sophie can be relocated to a new place in a blink if the 
bar next to the door is switched.  I watched Howl's Moving Castle  at school once, and I 
was deeply touched by its plot and theme.  In the movie, two countries start a war over a 
missing prince who is turned into a scarecrow by magic.  The director, Miyazaki Hayao,  
hopes his movie can tell the audience that wars bring no profit to human beings and, thus,  
peace should be cherished and maintained by all humans in the world. 
　Mr.  Miyazaki's animation made me realize how horrible war is.  It causes famine, death,  
separation and homelessness.  No one is a winner in a war.  Only peace allows people to 
live happily and work peacefully. 
　To accomplish a great thing, one must start from small.  Therefore, all eleven children 
in my class help each other and keep the learning environment clean and safe.  When 
someone has a birthday, we celebrate it with a party and cards.  We also discuss homework 
and play games together in order to establish a strong friendship among us.  If we come 
across an argument or a disagreement, we do not argue or fight as we believe open 
discussions are more effective in solving problems and resolving disagreements. 
　Today, international transportation is very convenient, and people can easily reach a 
different city or country.  This makes the world like a global village.  In my mind, different 
countries are just like relatives and friends.  If one country is devastated by a natural 
disaster, such an earthquake or a flood, and needs help desperately, all the countries 
which are capable of offering help should reach out to help the country in need.  This will 
thus create a wonderful, prosperous, and united world, just like what Confucius once said 
"Great Unity of the World".

英語部門台湾の部 －優秀賞－

　Liu さんの理想の世界は、肌の色に関係なく誰もが簡単に目的地に行け、美味しい食べ物や
楽しいおもちゃが無限にあり、皆が笑顔で過ごすことができる世界です。Liu さんは映画「ハ
ウルの動く城」から戦争の恐ろしさを知り、平和こそが大切だと実感しました。平和な社会を
実現するために Liu さんは、小さな行動から始めること、互いに助け合うこと、意見を尊重す
ることが大切であると考えました。　　　　　　　　　　　　 平和の花束実行委員会による要約
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平和へのメッセージ応募作品数・応募校
１　応募校・作品数　

応募校数（校） 応募作品数（点）
小 学 校 ５・ ６ 年 生 の 部 ３６ １，６４３
中 学 生 の 部 ２０ １，７８７
高 校 生 の 部 ３ ３９
英語部門（日本からの応募） ５ １４
英語部門（台湾からの応募） １０ ４，１６８

計 ７４ ７，６５１

２　応募校
（日本語部門）
【小学校】　（市内 23 校、県内（鹿屋市は除く）９校、県外４校　合計 36 校）

鹿 屋 市 立 鹿 屋 小 学 校 鹿 屋 市 立 祓 川 小 学 校 鹿 屋 市 立 東 原 小 学 校
　 〃 　 笠 野 原 小 学 校 　 〃 　 寿 小 学 校 　 〃 　 寿 北 小 学 校
　 〃 　 田 崎 小 学 校 　 〃 　 西 原 小 学 校 　 〃 　 西 原 台 小 学 校
　 〃 　 花 岡 小 学 校 　 〃 　 野 里 小 学 校 　 〃 　 大 姶 良 小 学 校
　 〃 　 南 小 学 校 　 〃 　 西 俣 小 学 校 　 〃 　 高 隈 小 学 校
　 〃 　 大 黒 小 学 校 　 〃 　 輝 北 小 学 校 　 〃 　 串 良 小 学 校
　 〃 　 細 山 田 小 学 校 　 〃 　 上 小 原 小 学 校 　 〃 　 吾 平 小 学 校
　 〃 　 鶴 峰 小 学 校 　 〃 　 下 名 小 学 校    
鹿 児 島 市 立 田 上 小 学 校 鹿 児 島 市 立 前 之 浜 小 学 校 鹿 児 島 市 立 大 明 丘 小 学 校
鹿 児 島 市 立 原 良 小 学 校 霧 島 市 立 国 分 小 学 校 霧 島 市 立 溝 辺 小 学 校
南 九 州 市 立 宮 脇 小 学 校 出 水 市 立 野 田 小 学 校 龍 郷 町 立 秋 名 小 学 校
大分県宇佐市立八幡小学校 大分県宇佐市立駅館小学校 大分県宇佐市立四日市北小学校
大分県宇佐市立柳ヶ浦小学校

【中学校】　（市内 12 校、県内（鹿屋市は除く）８校　合計 20 校）
鹿 屋 市 立 鹿 屋 中 学 校 鹿 屋 市 立 鹿 屋 東 中 学 校 鹿 屋 市 立 第 一 鹿 屋 中 学 校
　 〃 　 田 崎 中 学 校 　 〃 　 大 姶 良 中 学 校 　 〃 　 花 岡 中 学 校
　 〃 　 高 隈 中 学 校 　 〃 　 輝 北 中 学 校 　 〃 　 串 良 中 学 校
　 〃 　 細 山 田 中 学 校 　 〃 　 上 小 原 中 学 校 　 〃 　 吾 平 中 学 校
鹿 児 島 市 立 東 谷 山 中 学 校 鹿児島大学教育学部附属中学校 伊 佐 市 立 大 口 中 央 中 学 校
肝 付 町 立 岸 良 学 園 長 島 町 立 長 島 中 学 校 南 大 隅 町 立 根 占 中 学 校
薩 摩 川 内 市 立 祁 答 院 中 学 校 天 城 町 立 北 中 学 校

【高等学校】　（市内１校、県内（鹿屋市は除く）１校　県外１校　合計３校）
鹿 屋 市 立 鹿 屋 女 子 高 等 学 校
鹿 児 島 県 立 与 論 高 等 学 校
兵 庫 県 立 北 条 高 等 学 校

（英語部門）
【小・中・高】　（市内４校、県内（鹿屋市は除く）１校、台湾10校　合計15校）

鹿 屋 市 立 大 姶 良 中 学 校 鹿 屋 市 立 串 良 中 学 校 鹿 屋 市 立 上 小 原 中 学 校
　 〃 　 鹿屋女子高等学校
伊 佐 市 立 大 口 中 央 中 学 校
N T U E E E S Chung-Dau Bi l ingual  ES Y i x u e  E S
Mandarin Experimental ES S h u a n g y o n g  P S W a n d a  E S
M i n g h u  P S J h o n g - S i n g  E S L o n g m e n  J H S
P i n g l i n  E S
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講
　
評
（
日
本
語
部
門
）

鹿
児
島
大
学
教
授　

上　

谷　

順
三
郎

　

今
年
も
平
和
の
花
束
と
し
て
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
の
世
の
中
は
ど
う

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
は
長
期
化
し
て
い
ま
す
。
イ
ス

ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
地
区
の
戦
争
も
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
能
登
半
島
地
震
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
被

害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
鹿
児
島
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
十
一
波
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夏
が
早
く
か
ら
始
ま
っ
て
記
録
的
な
猛
暑
で
参
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
毎

日
で
す
。
こ
ん
な
生
活
の
中
で
す
が
、「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
過
去
か
ら
今
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
と
み

ん
な
で
希
望
を
つ
な
い
で
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
小
学
校
５・
６
年
生
の
部
】
永
田
眞
子
さ
ん　
題
名
「
ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
始
ま
る
平
和
」

　

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
や
、
平
和
に
つ
い
て
い
つ
か
ら
、
何
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
の
か
、
な
ど
平
和
と
の
関

わ
り
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
永
田
さ
ん
に
と
っ
て
そ
れ
は
６
年
目
の
相
棒
、
赤
い
「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
ラ
ン
ド

セ
ル
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
自
分
の
相
棒
の
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
も
人
の
役
に
立
っ
て
欲
し

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
で
使
い
始
め
た
ラ
ン
ド
セ
ル
と
の
付
き
合
い
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
こ
と
を
調
べ
て
わ
か
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
の
役
目
な
ど
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
お
か
げ
で
戦
争
や
貧
困
の
こ
と
が

具
体
的
な
こ
と
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
未
来
の
平
和
の
始
ま
り
と
な
る
だ
ろ

う
、
と
永
田
さ
ん
の
希
望
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
中
学
生
の
部
】
尾
迫
春
斗
さ
ん　
題
名
「
僕
だ
か
ら
こ
そ
」

　

作
文
に
と
っ
て
、
題
目
、
タ
イ
ト
ル
と
も
い
い
ま
す
が
、
題
目
は
と
て
も
大
事
で
す
。
読
む
人
は
そ
の
題
目
か
ら
内
容
を
予

想
し
な
が
ら
読
み
ま
す
。
尾
迫
さ
ん
の
作
文
は
、「
僕
だ
か
ら
こ
そ
」
と
い
う
題
目
が
全
体
を
貫
い
て
い
て
、
作
文
の
最
後
と
も

し
っ
か
り
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
な
る
ほ
ど
」と
納
得
し
て
読
み
終
わ
っ
た
作
文
で
す
。
作
文
の
出
だ
し
の「
今
は
平
和
だ
ね
。」

と
い
う
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
の
言
葉
も
あ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
と
の
や
り
と
り
や
そ
こ
で
の
言
葉
が
い

か
に
尾
迫
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
な
の
か
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
戦
争
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
」
を
教
え
て
く
れ
た
ひ

い
お
じ
い
さ
ん
は
、
亡
く
な
る
前
に
「
戦
争
の
怖
さ
を
み
ん
な
が
分
か
れ
ば
世
界
は
変
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉

を
残
し
ま
す
。
尾
迫
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
高
校
生
の
部
】
堀
口
璃
乃
さ
ん　
題
名
「
今
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

　

堀
口
さ
ん
が
今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、兵
庫
県
加
西
市
の「
鶉
野
飛
行
場
」の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
そ
こ
で「
白
鷺
隊
」

と
い
う
特
攻
隊
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
と
年
齢
の
変
わ
ら
な
い
若
い
人
の
遺
書
の
こ
と
、
白
鷺
隊
の
隊
長
で

あ
り
な
が
ら
志
願
し
た
三
十
九
歳
の
佐
藤
大
尉
の
こ
と
な
ど
、
そ
の
時
の
作
戦
が
い
か
に
異
常
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
を
痛
感

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
堀
口
さ
ん
は
戦
争
体
験
者
か
ら
も
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
鶉
野
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
ス
タ
ッ
フ
や
お
客
さ
ん
か
ら
も
戦
争
の
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。戦
争
が
起
こ
る
の
は「
人
間
が
学
ば
な
い
か
ら
だ
」

と
思
う
、
と
堀
口
さ
ん
は
書
い
て
い
ま
す
。
戦
争
の
悲
劇
、
そ
の
愚
か
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
、
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
強
い
思
い
を
抱
い
て
、
堀
口
さ
ん
は
二
年
目
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆◆ 日本語部門最終審査会　審査員 ◆◆
役　職 委　員　名 備　　　考

審査委員長 上　谷　順三郎 鹿児島大学教授
委　　　員 木　場　志　郎 南日本新聞社鹿屋総局長
委　　　員 伊　藤　　　太 鹿屋市立寿北小学校長
委　　　員 竹　崎　賢　一 鹿屋市立田崎中学校長
委　　　員 永　迫　昌　毅 鹿屋市立鹿屋女子高等学校長
委　　　員 川　原　武　敏 鹿屋市教育委員会指導主事
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講
　
評
（
英
語
部
門
）

鹿
屋
市
教
育
委
員
会　
　

山
内　

誠

　

令
和
三
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
平
和
の
花
束
（
英
語
部
門
）
も
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

鹿
屋
市
で
は
、
英
語
教
育
「
グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
推
進
事
業
」
に
基
づ
き
、
国
立
台
北
教
育
大
学
教
育
実
習
生
受
入
れ

や
台
湾
の
小
・
中
学
校
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
や
対
面
交
流
を
積
極
的
に
推
進
す
る
中
で
、
文
化

の
「
違
い
」
や
「
共
通
点
」
を
理
解
し
合
い
、英
語
を
使
う
必
然
性
の
あ
る
国
際
交
流
を
続
け
て
お
り
ま
す
。「Think 

G
lobally, A

ct Locally
」
を
掲
げ
る
鹿
屋
市
の
英
語
教
育
の
目
標
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
よ
っ

て
、
対
話
に
よ
る
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
と
い
っ
た
、
共
通
言
語
と
も
言
え
る
英
語
と
い
う
「
言
葉
の
も
つ
力
」
を

明
確
に
捉
え
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
令
和
六
年
度
も
台
湾
協
定
校
か
ら
の
多
数
の
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
平
和
へ
の
願

い
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
台
湾
、
そ
し
て
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
世
界
平
和
は
、

人
類
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
協
働
し
て
解
決
し
て
い
く
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
こ
鹿
屋
の
地
か
ら
、
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
英
語
で
発
信
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
英
語
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
鹿
屋
市
立
串
良
中
学
校
の
市
來
寧
子
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
大
叔
母

か
ら
実
際
に
伝
え
聞
い
た
戦
争
体
験
が
、
教
科
書
に
書
か
れ
た
歴
史
の
事
実
を
、
よ
り
リ
ア
ル
で
想
像
的
な
も
の
に

し
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
鹿
屋
市
の
戦
跡
や
特
攻
隊
員
、
そ
し
て
そ
の
方
々
を
見
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々

の
思
い
に
ま
で
意
識
を
向
け
る
な
ど
、
聴
衆
に
解
決
の
た
め
の
行
動
を
促
す
表
現
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
台
湾
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ユ
ー
チ
ェ
ン
・
ウ
ー
さ
ん
は
、「
Ｖ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
」

を
つ
け
て
入
り
込
ん
だ
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」
と
い
う
物
語
の
世
界
を
見
事
に
平
和
と
関
連
付
け
、
多
面
的
・
多

角
的
に
平
和
を
見
つ
め
る
機
会
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。「
Ｖ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
」
を
外
し
、
感
じ
た
「
風
が
運
ぶ

花
の
香
り
」、「
鳥
の
さ
え
ず
り
」
と
い
っ
た
現
実
世
界
に
穏
や
か
で
、
安
心
感
の
あ
る
平
和
な
未
来
へ
の
希
望
を
感

じ
さ
せ
る
対
比
的
な
表
現
が
見
事
に
聴
衆
を
惹
き
つ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、「
平
和
の
花
束
（
英
語
部
門
）」
と
い
う
本
来
の
英
語
教
育
の
目
的
を
踏
ま
え
た
価
値
あ
る
取
組
が
、
今

後
も
グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
推
進
事
業
と
シ
ン
ク
ロ
し
な
が
ら
、
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆◆ 英語部門最終審査会　審査員 ◆◆
役　職 委　員　名 備　　　考

委　　　員 ジャン　ダイソン 鹿屋市地域活力課（国際交流員）
委　　　員 イナモリ　イズミ 鹿屋市ＡＬＴ
委　　　員 山 内 　 誠 鹿屋市教育委員会指導主事
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「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

ス
タ
ジ
オ
録
音
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

　

令
和
６
年
８
月
24
日
（
土
）
に
、
受
賞
者
と
鹿
屋

市
内
各
学
校
の
代
表
児
童
生
徒
が
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日
本

放
送
ラ
ジ
オ
ス
タ
ジ
オ
（
鹿
児
島
市
）
で
、
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
ラ
ジ
オ
放
送
で
使
わ
れ
て
い
る
ス
タ
ジ
オ

で
、
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
る
大
変
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
録
後
は
、
黎
明
館
（
鹿
児
島
市
）
で
開

催
さ
れ
た
「
イ
マ
ー
シ
ブ
体
感　

動
き
出
す
浮
世
絵

展
」
の
見
学
に
も
行
き
ま
し
た
。

　

収
録
さ
れ
た
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
是
非
聞

い
て
く
だ
さ
い
。

【平和へのメッセージをＭＢＣラジオで放送】
　「平和へのメッセージコンテスト」最優秀賞、鹿屋市内各小・中・高等
学校代表者の平和へのメッセージを児童生徒自らの朗読で放送します。
☆　放送期間 ： 令和６年 10 月　～　令和７年７月
☆　放送時間 ： 毎週木曜日　12：55　～　13：00
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「
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
」

鹿
屋
市
か
ら
飛
び
立
っ
た
特
別
攻
撃
隊

鹿
屋
市
の
学
校
で
の
平
和
学
習



鹿
屋
か
ら
特
別
攻
撃
隊
と
し
て

飛
び
立
っ
て
い
っ
た
若
者
た
ち

特
別
攻
撃
隊
と
は

　

鹿
屋
市
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
特
別
攻
撃
隊
が
多

く
出
撃
し
た
場
所
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
攻
撃
隊
は
、
主
に
太

平
洋
戦
争
末
期
に
、
日
本
軍

の
巻
き
返
し
を
図
る
た
め
、

航
空
機
な
ど
で
敵
の
艦
船
に

体
当
た
り
攻
撃
を
行
い
、
大

き
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
を

目
的
に
作
ら
れ
た
部
隊
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
攻
撃
に
よ
り
、
多
く

の
有
能
な
若
者
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
鹿
屋
で
は
、
鹿
屋

基
地
か
ら
九
百
八
名
が
、
串

良
基
地
か
ら
三
百
六
十
三
名

が
出
撃
し
、
千
二
百
七
十
一

名
の
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。

－ 30 －
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特
別
攻
撃
隊
が
残
し
た
遺
書

お
母
さ
ん
、
い
よ
い
よ
最
後
の
花
を

咲
か
す
日
が
来
ま
す
。

私
も
笑
っ
て
行
き
ま
す
。

す
べ
て
御
国
の
為
で
す
か
ら
何
も

言
わ
な
い
で
下
さ
い
。

今
度
会
う
日 

靖
国
神
社
で
立
派
に

咲
い
た
花
の
下
で
す
。

良
く
や
っ
た
と
泣
か
ず
に
、
に
っ
こ

り
笑
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
も
皆
の
健
康
を
何
時
迄
も
何
時

迄
も
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

で
は
御
元
気
で

　
今
日
あ
る
を
、
か
ね
て
覚
悟
の

　
　
　
　   

あ
ず
さ
弓

　
　   

敵
の
母
艦
に
真
一
文
字

　
四
月
六
日



小
塚
公
園
戦
没
者
慰
霊
塔

串
良
平
和
公
園
慰
霊
塔

－ 32 －

　
鹿
屋
基
地
か
ら
特
別
攻
撃
の
た
め
に
出
撃
し
て
い
っ
た
若
者

た
ち
の
御
霊
を
祀
り
、
平
和
の
尊
さ
を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
に
、

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
に
建
立
さ
れ
た
慰
霊
塔
で
す
。

　
特
別
攻
撃
隊
員
た
ち
の
最
後
の
地
と
な
っ
た
鹿
屋
基
地
を
目

の
前
に
臨
む
小
高
い
丘
の
上
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
塔
に
は
、

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
三
月
十
一
日
か
ら
六
月
二
十
六
日

ま
で
に
出
撃
し
た
九
百
八
名
（
陸
軍
十
七
名
も
含
む
）
の
隊
員
た

ち
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
慰
霊
塔
の
周
辺
は
、
小
塚
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
毎
年
四
月
第
一
週
の
土
曜
日
に
戦
没
者
追
悼
式
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
串
良
基
地
か
ら
特
別
攻
撃
の
た
め
に
出
撃
し
て
い
っ
た
若
者
た

ち
の
御
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
に

建
立
さ
れ
た
慰
霊
塔
で
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
教
育
航
空
隊
と
し
て
開
隊
さ
れ
、
約

五
千
名
の
飛
行
予
科
練
習
生
が
航
空
機
の
整
備
、
搭
乗
、
通
信
等

の
訓
練
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
昭
和
二
十
年
三
月
一
日
か
ら
特

別
攻
撃
隊
の
基
地
と
な
り
、
終
戦
ま
で
の
半
年
間
に
特
別
攻
撃
隊

の
三
百
六
十
三
名
、
一
般
攻
撃
隊
二
百
十
名
の
最
期
の
地
と
な
り

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
毎
年
十
月
中
旬
に
追
悼
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
和
の
尊
さ
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
た
め
に
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鹿屋市立小・中学校での平和学習（総合的な学習の時間の取組）

〔1〕 鹿屋市立寿北小学校 第５学年

【平和について考えよう】
　鹿屋市の戦争の歴史を通して、平

和のために自分ができることを考

え、行動する力を育てる。

学習の概要（全21時間）
１　「平和」についてグループで意見交換をする。

２　鹿屋航空基地史料館で情報を集める。

３　図書やインターネット等で調べる。

資料：戦跡を旅する
発行：鹿屋市ふるさと PR 課
https://www.city.kanoya.lg.jp/documents/743/senseki_panfu.pdf

５　「平和へのメッセージ作文」を書く。

　かのや未来創造プログラム「平和の花
束」実行委員会主催が募集している作文

【鹿屋市立寿北小学校】　
児童数：834 人　　　　　　学級数：37 学級
http://www.edu-kanoya.net/edu/kotobukikita_es/index.html

４　調べたことを発表する。

・ 　鹿屋から、たくさんの人々が特別
攻撃隊として飛び立っていったこと
を知った。この戦争の歴史を忘れな
いようにしたい。

・ 　今、戦争をしている国もある。世
界で起こっていることを、もっと知
りたい。

・ 　今の暮らしができるのは、当たり
前のことではない。これからも平和
な世の中になるよう、相手の気持ち
も考えて行動していきたい。

児童の感想
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鹿屋市立小・中学校での平和学習（総合的な学習の時間の取組）

〔2〕 鹿屋市立串良小学校 第６学年

【平和な未来を創造しよう】
　鹿屋市の戦争の歴史から、平和の

大切さについて気付き、平和につい

て貢献していこうとする態度を育てる。

学習の概要（全16時間）
１　串良町戦没慰霊碑（串良支所）を見学する。

２　バスで鹿屋市の戦跡の見学を行う。

４　平和ガイドの方へインタビューをする。

６　調べたことを作文にまとめ、新聞へ投稿する。

【鹿屋市立串良小学校】　
児童数：202 人　　　　　　  学級数：９学級
http://www.edu-kanoya.net/edu/kushira_es/index.html

５　図書やインターネットで調べる。

・ 　学校の近くにある慰霊碑をただ通
り過ぎていたけど、たくさんの人の
思いが詰まったものだということを
知った。

・ 　歳の近い子どもたちがたくさん亡
く な っ た こ と を 知 り、 胸 が 苦 し く
なった。多くの犠牲と戦後の日本を
復興のため支えてきた人々のおかげ
で、今がある。今を大事に生きよう
と思った。

児童の感想

３　鹿屋航空基地史料館で情報を集める。

令和 6 年８月 15 日（木）
南日本新聞「ひろば」に掲載



－ 35 －

鹿屋市立小・中学校での平和学習（総合的な学習の時間の取組）

〔3〕 鹿屋市立吾平中学校 第２学年

【平和の尊さについて考えよう】
　鹿屋市と長崎市の戦争の歴史を通
して、戦争と平和について自分の意
見をもち、日常生活において平和を
意識した行動を行う態度を育てる。

学習の概要（全27時間）
１　バスで鹿屋市の戦跡の見学を行う。

【鹿屋市立吾平中学校】　
生徒数：203 人　　　　　　  学級数：８学級
http://www.edu-kanoya.net/edu/aira_jhs/index.html

・ 　学習を通して、私たちは、今の生活
を今まで以上に大切にしなければなら
ないと思った。平和な生活が続くよう
に、私たち皆で守っていきたい。

・ 　平和の原点は人の痛みを知ること
だ。平和の原点を知った上で、これか
らも「平和」を祈り続けていきたい。

生徒の感想

２　鹿屋航空基地史料館で情報を集める。

３　平和ガイドの方の話を聞く。

４　修学旅行で長崎市の戦跡を見学する。

６　学習発表会で戦争をテーマにした創作劇を行う。

５　図書やインターネットで調べる。

生徒が作成した
平和祈念像の
モザイクアート
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平和を願う交流の物語

公式サイト

太平洋戦争末期、 加西市にあった姫路海軍航空隊、そして宇佐
市にあった宇佐海軍航空隊では特別攻撃隊が編成され、 若い隊
員たちは集結した鹿屋市の基地から各地の若者とともに沖縄方
面へ出撃していったのです。そんな旧海軍飛行場ゆかりの地とし
て空でつながる地域が、未来に向けて平和ツーリズム普及のため
の事業を行っています。

戦時中に空でつながった、
地域の新たな交流。

空がつなぐまち・ひとづくり推進協議会　事務局・兵庫県 加西市　TEL：0790-42-8700　FAX：0790-43-1800

姫路市 加西市

宇佐市

鹿屋市

錦町
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建設業（建築・設計・施工）

上谷田建設株式会社
一級建築士・一級建築施工管理技士
代表取締役社長　上谷田　浩　幸

鹿児島県鹿屋市寿2丁目14−35
TEL 0994−43−0020　FAX 0994−43−0231
携帯090-8411-9514　E-mail:k@kkk.name

丸正電器商会
〒893－0011　鹿児島県鹿屋市打馬１丁目３番33号

(鹿屋裁判所前)
　　　　　　　  T E L (0994) 42−2753
　　　　　　　  F A X (0994) 40−2066

防衛省・共済組合特約店
家電販売・OA 機器・工事・設備施工

株式会社

株式会社グッドウィン
総合保険コンサルティング

鹿児島支社  鹿屋オフィス
〒893-0023  鹿児島県鹿屋市笠之原町35-1
ＴＥＬ ０９９４－４０－３０４４

鹿児島相互信用金庫
鹿屋支店 　〒893-0014　鹿屋市寿 5 丁目 2 番 44 号
TEL 0994-43-3430　 FAX 0994-43-3929

西原支店 　〒893-0014　鹿屋市寿 5 丁目 2 番 44 号（鹿屋支店内）
TEL 0994-44-5470　 FAX 0994-44-5324

〒893-0021  鹿児島県鹿屋市東原町6914-3
TEL：0994-44-5265　FAX：0994-44-6942

フリーダイヤル：0120-168-889

車の総合メンテナンス・アップル車検

代表取締役　久永　貢一
有限会社  久永ボデー

有限会社 コンフィアンス
〒890-0026 鹿児島県鹿児島市原良２丁目10番11号
TEL（099）210-5524　FAX（099）285-5888
E-mail：grouphomeharara@po2.synapse.ne.jp

鹿屋店 鹿屋市札元1-18-38 
鹿児島店 イオンモール鹿児島 1F 
都城店  イオン都城SC 1F 

株式会社 アット・アド企画・広告業

☎090-3016-4796
Mail  godan.atad@gmail.com

office〒893-0062  鹿屋市新生町 20-5 オフィスオガワ 205

おおすみ薬局
〒893-0015　鹿児島県鹿屋市新川町 908 番地
TEL 0994-36-8003　 FAX 0994-36-8004
E-mail：ohsumi0601@po5.synapse.ne.jp

携帯  080-5255-4420

共同開発 ハピネス会
〒893-0015
鹿児島県鹿屋市新川町132-1
ＴＥＬ（０９９４）４１－３００３
ＦＡＸ（０９９４）４１－３００９

貸付不動産

株式会社 池田屋
〒893-0067 鹿児島県鹿屋市大浦町14042-4

TEL 0994-44-4288  FAX 0994-44-4287

E-mail cshudousan@po5.synapse.ne.jp



世界に平和を、子どもたちに愛を！
文具・事務用品・教材・家具・コピー機・OA機器

株式会社六宝堂
〒893-0064 鹿児島県鹿屋市西原4丁目 10番 20号

電話番号

▲

0994－43－5626
FAX番号

▲

0994－43－5646
☎０１２０－
５５５－７０５

タクシーのご用命は
鹿児島第一交通株式会社
鹿屋営業所

呼んであんしん、乗ってあんしん
黒いボディに青い行燈が目印です QR・クレジット決済対応

スムーズな乗降で
快適にお送りいたします

〒893-0013 鹿屋市札元 1-1-48
ＴＥＬ ０９９４－４４－４８１２
ＦＡＸ ０９９４－３６－４６６６

有限会社 さつき

－ 40 －



TEL （0994） 43-4193
［鹿屋中央店］鹿屋市笠之原町2038-1　［志布志店］志布志市志布志町安楽2027-1

TEL （099） 472-4590

鹿児島東

債務整理           離婚 
 

相続                  遺言 
 
 

交通事故                一般法律相談 
 

      （平日）午前 9 時～午後 5 時 30 分 
法律扶助制度を利用した無料相談実施しております。 
☎０９９４－４５－６０００ FAX0994-45-6001 
  〒893-0011 鹿屋市打馬 2 丁目 2 番 27 号 

早早川川法法律律事事務務所所  

有限会社

愛グループホーム

・居宅介護支援事業所
（・YSマリ化粧品）

〒893-0132　鹿屋市下高隈町5039番地31
TEL(0994)36-8800 FAX(0994)42-0895

〒893-0132　鹿屋市下高隈町5039番地8
TEL(0994)40-6100 FAX(0994)40-6111

愛乃家デイサービスセンター 愛●  住宅型有料老人ホーム
〒893-0132　鹿屋市下高隈町5030番地2

TEL(0994)43-6666 FAX(0994)41-0086

カリヤ

株式会社 園 幸
〒893-0005 鹿児島県鹿屋市共栄町22番20号

TEL （0994）43-2488
FAX （0994）40-2488

かのや交通株式会社
〒893-0055 鹿児島県鹿屋市野里町4876-5 
電話 0994-41-0097  Fax 0994-41-0003

株式会社　森 電 気
代表取締役　森　裕志

工事部　電気設備工事　空調設備工事　水道工事　消防設備工事　土木工事

エディオン
モリ鹿屋東店

〒893-0023　鹿児島県鹿屋市笠之原町5-65
TEL(0994)42-3644　FAX(0994)43-9051
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オガワ薬局
鹿屋市新川町132-1  ＴＥＬ ４１－ ３００３  ＦＡＸ ４１－ ３００９

お気軽にご相談ください。

保険調剤・漢方相談

健康で楽しい食生活 　24時間営業店舗 ◆
◆旭　　原　　店　　☎0994-40-1200
◆川　　西　　店　　☎0994-40-4500
◆西　　原　　店　　☎0994-40-3233
◆東　串　良　店　　☎0994-63-3000
◆高　　山　　店　　☎0994-65-7000
◆有　　明　　店　　☎099-471-6060
　串　　間　　店　　☎0987-71-1866
※串間店は営業時間９：00～21：00
　焼肉こだわり館　　☎0994-41-0081
※こだわり館は営業時間16：00～22：00

まっすぐ、正直に。

鹿屋市白崎町21番1号
TEL.0994-44-2190

MBCラジオ「平和の花束」放送サポーター　放送日時  毎週木曜日12時55分～

鹿屋寿店 ☎0994-43-3505
東 開 店 ☎099-268-2200
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飾るだけで店舗イメージを演出記念品にも

イベントに対応したアイデアうちわ

オリジナル
ファイルが
作成できます

記念品や
商品アイテム
として人気の高い
商品です

定番の広告
だからこそ

人が動く動機に
つながります

クリアファイルプリントクリアファイルプリント

各種看板各種看板
Ｔシャツ、

パーカー
などに

プリントし
て

宣伝効果
を発揮

ウェア－プリントウェア－プリント

既製品のバッグなどにプリントが
できます

「動画広告も見せたい」「スマホと連動してもっとたくさん情報を伝えたい」というときに

会社イメ
ージの

宣伝カー
。

移動しな
がらの

宣伝効果
が

狙えます

店舗の活
気と

情報を発
信

できる定
番

アイテム

のぼり旗・タペストリーのぼり旗・タペストリー タオルプリントタオルプリント

マグカップマグカップ
既製品各種プリント既製品各種プリント

ノベルティーグッズ
ノベルティーグッズ

カーラッピングカーラッピング

ＡＲＡＲ（拡張現実）（拡張現実）サービスサービス
・ホームページ制作・ホームページ制作
・デジタルサイネージ・デジタルサイネージ

！紙だけないじゃ
お客様の

魅力を
お客様の

魅力を

最大限に
発揮する

ために

最大限に
発揮する

ために

さまざま
な形の商

品を

さまざま
な形の商

品を

ご用意し
ています

。
ご用意し

ています
。

☎0994-43-2238
鹿児島県鹿屋市札元1-22-34サンプルもご用意し

ております。お気軽
にお越しください!!
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